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し
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
歴
代
名
叢
記
』
十
巻
は
、
唐
の
張
彦
遠
（
九
世
紀
の
人
）
の
撰
述
に
か
か
る
中
國
最
初
の
本
格
的
な
稽
粛
史
の
専
著
で
あ
っ
て
、

同
じ
く
彦
遠
の
編
纂
に
な
る
書
論
闘
係
の
賓
典
『
法
書
要
録
』
十
巻
と
と
も
に
、
中
國
美
術
史
上
最
も
債
値
の
高
い
、
不
朽
の
名
著

と
稲
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
こ
の
書
に
は
、
わ
れ
わ
れ
門
外
漢
か
ら
見
て
も
、
ふ
と
こ
ろ
の
深
そ
う
な
著
者
自
身

の
す
ぐ
れ
た
藝
術
的
識
見
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
し
、

重
な
逸
事
・
逸
文
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

き
た
以
上
、

こ
の
劃
期
的
な
名
著
は
、

の
愛
墨
疲
展
を
多
角
的
に
き
め
細
か
く
考
察
し
て
い
く
上
に
お
い
て
も
、

最
近
私
は
、

ま
た
こ
の
書
に
よ
っ
て
の
み
辛
う
じ
て
後
世
に
偲
え
ら
れ
た
藝
術
史
上
の
貴

そ
し
て
文
學
が
、
と
り
わ
け
こ
う
し
た
藝
術
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
作
ら
れ
て

た
だ
に
中
國
書
粛
史
の
研
究
に
不
可
欽
な
だ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
中
國
の
文
學
思
潮

ま
た
極
め
て
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
今
さ
ら
贅
言
を
要

は
か
ら
ず
も
中
國
文
學
の
目
加
田
誠
教
授
お
よ
び
美
學
美
術
史
の
谷
口
鐵
雄
教
授
か
ら
の
好
意
あ
る
懲
憩
に
よ
っ

て
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
書
を
熟
讀
し
繹
出
す
る
機
會
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

は

し

が

き

『
歴
代
名
書
一

記』

序

篇

校

注

岡

村

繁
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本
稿
は
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
私
が
私
な
り
に
気
づ
い
た
と
こ
ろ
を
漸
次
書
き
と
め
て
い
っ
た
、
さ
さ
や
か
な
調
査
の
手
控
え
で

あ
る
。
序
説
に
あ
た
る
二
篇
だ
け
と
は
い
え
、
こ
の
最
も
難
解
な
部
分
の
覺
え
書
が
、
著
者
の
擦
っ
て
立
つ
藝
術
観
の
根
底
、
學
問

の
領
向
、
文
章
の
成
立
ち
や
性
格
な
ど
を
窺
う
上
に
、
幾
分
か
で
も
研
究
者
の
参
考
に
な
れ
ば
望
外
の
幸
せ
と
思
う
。

な
お
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
小
野
勝
年
博
士
の
す
ぐ
れ
た
繹
注
『
歴
代
名
諧
記
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
一
三
年
）
、
谷
口

敦
授
の
努
作
『
歴
代
名
粛
記
索
引
』
（
九
州
大
學
文
學
部
『
哲
學
年
報
』
第
二
二
輯
、
昭
和
三
五
年
）
、
お
よ
び
同
教
授
の
懇
切
な
助
言
か
ら

得
た
恩
恵
は
正
に
絶
大
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

＊
本
稿
に
標
記
す
る
『
歴
代
名
諧
記
』
本
文
は
、
す
べ
て
『
津
逮
秘
書
』
本
に
よ
る
。

〇
叙
憲
之
源
流

受
命
應
締
゜

「
應
」
字
は
、
同
音
「
贋
」
•

i
a
n
g
)

と
相
通
じ
、
上
の
「
受
」
と
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
受
」

二
字
が
、
こ
の
句
の
ご
と
く
併
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
後
漢
の
張
衡
「
東
京
賦
」
に
い
う
「
高
祖
贋
録
受
圏
、
順
天
行
誅
」
（
『
文

選
』
巻
三
）
、
晋
の
應
貞
「
晋
武
帝
華
林
園
集
詩
」
に
い
う
「
五
徳
更
運
、
贋
録
受
符
」
（
同
書
巻
二

0
)
、
梁
の
沈
約
「
齊
故
安
陸
昭

王
碑
文
」
に
い
う
「
商
武
姫
文
、
所
以
贋
圏
受
録
」
（
同
書
巻
五
九
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
二
字
は
か
く
の
ご
と
く
意
味
が
近
い

の
で
、
周
漢
の
む
か
し
か
ら
「
贋
受
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

則
有
魏
字
効
霊
、
龍
圏
呈
賓
。

「
亀
字
」
は
『
洛
書
』
を
い
い
、
「
龍
圏
」

（
於
陵
切

0
 
0
 

0
 
0
 

。
「
営
』
顧
命
孔
得
曰
「
伏
祓
氏
王
天
下
、
龍
馬
出
河
、
遂
則
其
文
、
以
粛
八
卦
‘
謂
之
河
圏
。
」

0
 

0
 

0
 
0
 

又
洪
範
孔
得
日
「
天
典
高
、
洛
出
害
。
神
饂
負
文
而
出
‘
列
於
背
、
有
数
至
子
九
。
萬
遂
因
而

は
『
河
圏
』
を
い
う

「
贋
」
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燈
人
氏
淡
、
｛
必
犠
代
之
、
受
龍
圏
、

所
謂
「
河
出
圏
」
四
ぽ
譴
者
也
。
有
景
龍
之
瑞
。

こ
の
事
に
闘
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
他
の
古
典
に
も
い
く
つ
か
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彦
遠
が
櫨
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
私
が
特
に
右
の
二
文
を
學
げ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
下
文
「
軒
麒
氏
得
於
温
洛
中
」
の
條
を
参
照
。

「
榮
河
」
、
『
御
覧
』
の
引
文
は
「
榮
河
」
に
作
る
。
極
め
て
是
で
あ
る
。
思
う
に
、
も
し
今
本
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
彦
遠
は
〈
榮

水
〉
と
〈
黄
河
〉
と
を
併
拳
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
『
河
圏
』
を
榮
水
に
ま
で
も
闘
係
づ
け
る
の
は
甚
だ
穏
嘗
を
欽
く
。
の
み
な
ら

ず
、
『
文
心
離
龍
』
正
緯
篇
の
賛
に
は
「
榮
河
温
洛
、
是
芋
圏
緯
」
と
い
い
、
『
初
學
記
』
巻
九
に
も
「
温
洛
．
榮
河
」
の
條
が
あ
り
、

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

ま
た
『
宋
書
』
符
瑞
志
（
上
）
に
も
い
う
、

書
八
卦
。

伏
義
氏
有
天
下
、
龍
馬
負
圏
、
出
於
河
。
遂
法
之
粛
八
卦
゜

緯
書
・

。
旦
、
,
ノ
|

り

「
古
先
の
聖
王
」

（
伏
蕨
・
黄
帝
・
帝
亮
・
帝
舜
・
夏
の
萬
王
・
吋
」
の
湯
王
・
周
の
文
王
ら
）
が
、
天
命
を
受
け
符
録
を

・
『
洛
書
』
の
瑞
兆
が
現
わ
れ
た
＇
、
と
に
つ
い
て
は
、

『
漢
書
』
五
行
志
に
引
く
劉
飲
の
説
・
『
書
』
顧
命
・
洪
範
の
九
偲
（
前
出
）
な
ど
、
多
く
の
古
典
に
断
片
的
な
が
ら
そ
れ

へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
時
代
順
に
ま
A
9
と
た
も
の
が
『
宋
書
』
符
瑞
志
（
上
）
で
あ
る
。

迩
瑛
乎
瑶
牒
、
事
偉
乎
金
冊
゜

「
瑶
牒
」
、
『
太
平
御
覧
』
（
以
下
『
御
覧
』
と
簡
稲
す
る
）
巻
．
、
五
一

か
か
る
誤
寓
を
招
い
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
今
ヤ
だ
ち
に
は
見
当
が
つ
き
か
ね
る
。
考
を
侯
つ
。

庖
犠
氏
槌
於
榮
河
中
、
典
籍
圏
婁
萌
芙
゜

『
尚
書
中
候
』
握
河
紀
（
『
證
記
』
轄
運
篇
「
河
出
馬
躙
」
正
義
引
）
に
い
う
、

゜

（
エ
藝
部
、
粛
下
）
の
引
文
は
「
瑶
鈴
」
に
作
る
。
恐
ら
く
は
誤

賜
わ
っ
た
際
に
、

い
わ
ゆ
る
『
河
圏
』

『
尚
書
中
候
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸

第
之
、
以

成
九
類
。
」
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『
事
類
賦
』
巻
七
に
も
「
温
洛
榮
河
之
瑞
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
榮
河
」
に
作
り
「
榮
河
」
に
は
作
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
「
榮
河
」
と
い
う
表
現
は
、
『
初
學
記
』
（
前
出
）
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
た
『
尚
書
中
候
』
に
い
う
「
帝
亮
即
政
、

榮
光
出
河
」
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
字
は
、
明
ら
か
に
『
御
覧
』
引
文
に
従
っ
て
「
榮
河
」
に

作
る
の
が
正
し
く
、
今
本
が
「
榮
」
字
に
誤
っ
た
の
は
、
下
字
の
「
河
」
に
渉
っ
て
同
じ
く
「
水
」
に
従
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
右
の
『
尚
書
中
候
』
に
い
う
「
榮
光
」
と
は
、
〈
五
色
に
輝
く
瑞
光
〉
を
意
味
す
る
。

軒
戟
氏
得
於
温
洛
中
。

こ
の
一
句
、
黄
帝
軒
麒
氏
が
洛
水
か
ら
「
饂
字
」
（
『
洛
書
』
）
を
得
た
こ
と
を
い
う
。
と
こ
ろ
で
古
来
の
通
説
で
は
、
史
上
は
じ
め

て
『
洛
書
』
を
得
た
の
は
夏
の
萬
王
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
『
漠
書
』
五
行
志
に
載
せ
る
劉
欧
の
説
・
『
尚
書
』
洪
範
の
孔
傭
な
ど
）
、

彦
遠
の
い
う
と
こ
ろ
と
は
そ
の
説
を
異
に
す
る
。
今
試
み
に
彦
遠
の
い
う
「
黄
帝
」
説
の
系
譜
を
考
え
る
に
、
上
代
に
あ
っ
て
は
わ

ず
か
に
『
尚
書
中
候
』
に
い
う
、

河
龍
圏
出
、
洛
組
書
威
、
赤
文
像
字
、
以
授
軒
棘
゜

黄
帝
東
巡
至
洛
、
饂
書
成
、
赤
文
緑
字
、
以
授
軒
饒
。

黄
帝
巡
洛
、
亀
書
、
赤
文
成
字
、
象
「
軒
」
。
（
『
路
史
』
黄
帝
記
上
注
引
）

が
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
を
糧
承
す
る
も
の
と
し
て
は
、
は
る
か
後
代
の
『
宋
書
』
符
瑞
志
（
上
）
に
至
っ
て
乃
ち
い
う
、

黄
帝
軒
轍
氏
…
…
遊
於
洛
水
之
上
、
…
…
得
圏
書
焉
。
龍
圏
出
河
、
亀
書
出
洛
、
赤
文
簗
字
、
以
授
軒
麒
。

・
『
宋
書
』
符
瑞
志
の
う
ち
、
果
し
て
彦
遠
が
い
ず
れ
に
直
接
撼
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
も
は
や
知
る
よ

し
も
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
の
二
書
の
範
圏
を
出
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。

右
に
學
げ
た
『
尚
書
中
候
』

（
『
開
を
占
継
』
巻
―
二
0
引）

（
『
藝
文
類
緊
』
巻
九
八
・
『
御
覧
』
巻
七
九
並
引
）
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蒼
頗
、
視
亀
而
作
書
。
則
河
洛
之
應
、
典
人
意
所
惟
通
突
。

記
』
巻
ニ
―
引
）
に
い
う
、

る。
「
温
洛
」
は
、
上
文
の
「
榮
河
」

水
〉
の
二
川
を
い
う
の
で
は
な
い
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
『
薗
史
叢
書
』
の
讀
み
は
誤
り
）
。
こ
の
表
現
も
、
同
じ
く
緯
書
『
易
乾
竪
度
』

（
『
初
學
記
』
巻
九
引
）
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

帝
盛
徳
之
應
、
洛
水
先
温
、
九
日
乃
寒
、

に
作
る
。

五
日
愛
為
五
色
。

い
ず
れ
も
誤
り
。
か
か
る
無
理
な
呼
稲
は
他
に
見
嘗
ら
ず
、

〈
水
ぬ
る
む
洛
水
〉

の
意
で
あ
っ
て
、

〈
温
水
〉
と
〈
洛

な
お
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
「
軒
棘
氏
」
三
字
を
、
『
御
覧
』
宋
本
は
「
黄
軒
氏
」
に
作
り
、
飽
本
は
「
黄
帝
氏
」

し
か
も
上
文
「
庖
犠
氏
」
と
も
釣
り
合
わ
な
い
か
ら
で
あ

史
皇
蒼
頷
状
焉
。

「
史
皇
」
は
、
黄
帝
の
史
臣
「
蒼
頷
」
の
異
稲
。

生
而
見
鳥
跡
、
知
著
書
。
故
曰
史
皇
、
或
曰
頷
皇
。
」

蒼
頷
が
「
饂
字
」
（
『
洛
書
』
）
に
興
似
て
文
字
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

に
も
と
づ
く
。

0

0

 

『
淮
南
子
』
脩
務
訓
「
史
皇
産
而
能
書
」
の
高
誘
注
に
い
う
、
「
史
皇
、
蒼
頷
゜

奎
有
t

亡
角
、
下
主
辟
章
、
頷
有
四
目
、
仰
観
垂
象
、
因
偏
鳥
醜
之
迦
、
遂
定
書
字
之
形
。

こ
の
六
句
、
直
接
に
は
唐
の
張
懐
瑾
『
書
断
』
上
（
古
文
）
に
見
え
る
次
の
文
章
I

0

0

0

0

 

頷
首
四
目
、
通
於
神
明
、
仰
観
奎
星
園
曲
之
勢
、
附
察
娼
文
鳥
跡
之
蒙
、
博
采
衆
美
、
合
而
為
字
。
是
曰
古
文
。

（
瑞
光
か
が
や
く
黄
河
）
と
相
封
應
し
、

や
は
り
緯
書
の
『
孝
網
援
神
契
』
宋
均
注
（
『
初
學

『
孝
経
援
誹
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用
語
で
注
意
す
べ
巻
も
の
と
し
て
は
、

契
』
云
、

を
ふ
ま
え
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

「
奎
主
文
章
、
蒼
頷
倣
蒙
」
是
也
。
（
『
法
書
要
録
』
巻
七
）

こ
れ
を
燒
き
な
お
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
彦
遠
の
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
字
句
表
現
の
本
源
を
討
ね
る
な
ら
ば
、
①
「
奎
」
星
（
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
）
に
闘
し
て

は
、
右
の
『
書
断
』
の
文
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
緯
書
『
孝
癌
援
神
契
』
に
、
「
奎
主
文
章
、
蒼
頷
奴
象
。
洛
亀
曜
書
丹
青
、
垂
萌
薗

字
」
と
あ
り
、
そ
の
宋
均
注
に
「
奎
星
、
屈
曲
相
鈎
、
似
文
字
之
粛
」
と
い
う
。
（
い
ず
れ
も
『
初
學
記
』
巻
ニ
―
引
）
②
「
蒼
頷
の
四
目
」
に
闘

し
て
は
、
や
は
り
緯
書
の
『
春
秋
孔
演
圃
』
に
、
「
蒼
頷
四
目
、
是
謂
並
明
」
と
い
う
。
（
『
藝
文
類
緊
』
巻
一
七
・
『
御
覧
』
巻
三
六
六
・
『
路

史
』
前
紀
巻
六
史
皇
紀
注
、
並
び
に
引
く
。
但
、
『
路
史
』
注
は
こ
の
緯
書
名
を
『
春
秋
演
孔
圏
』
に
作
る
。
）
⑥
「
仰
眠
」
は
、
も
と
も
と
『
易
』

繋
辟
博
（
上
）
の
「
仰
以
麒
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
」
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
。

た
だ
し
「
鳥
饂
之
述
」
と
い
う
表
現
だ
け
は
、
こ
の
『
書
断
』
の
「
俯
察
饂
文
鳥
跡
之
象
」
を
主
軸
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
許
憤

『
説
文
解
字
』
序
の
「
黄
帝
之
史
倉
頷
、
見
鳥
獣
跳
逃
之
述
、
知
分
理
之
可
相
別
異
也
、
初
造
書
契
」
を
も
加
味
し
て
構
成
さ
れ
た

語
句
の
こ
と
く
で
あ
る
。

「
書
字
」
は
、
こ
こ
で
は
〈
文
字
〉
の
意
に
解
す
る
の
が
妥
嘗
な
輩
語
で
あ
る
が
、

、
。
『
淮
南
子
』
本
経
訓
高
誘
注
に
は
「
書
文
」
の
語
が
見
え
（
次
條
参
看
）
、
『
説
文
ま
た
「
因
…
…
、

る
意
味
に
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
し
解
字
』
序
に
は
「
文
書
」
の
語
が
見
え
る
。
と
も
に
八
文
字
＞
を
意
味
す
る
。

…
」
と
い
う
助
字
の
使
い
方
は
、
下
文
に
も
「
因
其
同
寮
、
遂
成
久
要
」
の
例
が
見
え
（
「
叙
書
之
興
塵
」
）
、

為
…
…
、
所
以
…
…
」
に
聾
品
す
る
嘗
時
の
俗
語
的
用
法
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
機
會
に
、
本
書
の
文
章
の
巧
拙
に
つ
い
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
こ
の
六
句
の
場
合
、

>
、
/

カ
カ
遂
…

い
ず
れ
も
近
語
の
「
因

一
應
睾
句
を
基
調
と
す
る

餅
文
の
儒
裁
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
文
章
構
成
は
至
っ
て
粗
雑
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
形
式
面
か
ら
見
れ
ば
、

有
茫
角
、
下
主
癖
章
」
二
句
と
「
頓
有
四
目
、
仰
観
垂
象
」
二
句
と
が
一
組
の
封
句
を
構
成
し
、
さ
ら
に
「
因
僅
鳥
饂
之
迩
」
と
「
奎
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あ
ろ
う
か
。

（
『
法
書
要
録
』
巻
三
）
は
、

造
化
不
能
蔵
其
秘
、
故
天
雨
粟
、
震
怪
不
能
遁
其
形
、
故
鬼
夜
哭
。

『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
い
う
、

蒼
頷
始
視
鳥
迩
之
文
、
造
書
契
‘
則
詐
個
萌
生
。
詐
偽
萌
生
ヽ
則
去
本
趨
末
、
棄
耕
作
之

0

0

0

 

昔
者
蒼
頷
作
書
、
而
天
雨
粟
、
鬼
夜
哭
。
〔
高
誘
注
〕
業
、
而
務
錐
刀
之
利
。
天
知
其
腔
餓
、
故
為
雨
粟
。
鬼
恐
為
書
文
所
劾
、
故
夜
哭
也
。

「
造
化
」
と
「
天
」
、
「
震
怪
」
と
「
鬼
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
物
の
異
稲
。
彦
遠
は
『
淮
南
子
』
の
二
句
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
強
調

し

よ

う

と

し

た

た

め

に

、

か

か

る

主

語

の

重

複

が

生

じ

た

の

で

あ

る

。

．

な
お
、
高
誘
注
の
解
繹
は
、
蒼
頷
の
造
字
を
絶
賛
し
た
彦
遠
の
趣
意
と
相
反
す
る
。
恐
ら
く
彦
遠
は
、
高
誘
注
と
は
異
な
る
別
の

解
繹
に
擦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
の
李
嗣
冥
『
書
後
品
』
序
の
冒
頭
に
い
う
「
昔
蒼
頷
造
書
、
天
雨
粟
、
鬼
夜
哭
、
亦
有
感
尖
」

そ
れ
を
暗
示
す
る
一
文
で
あ
る
。

無
以
偉
其
意
、
故
有
書
。
無
以
見
其
形
、
故
有
震
。
天
地
聖
人
之
意
也
。

『
易
』
繋
辮
偉
（
上
）
に
い
う
「
子
曰
、
聖
人
立
蒙
以
塞
意
、
設
卦
以
塞
情
個
、

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

繋
辮
焉
以
盛
其
言
」
を
念
頭
に
お
い
た
表
現
で

「
遂
定
書
字
之
形
」
と
が
別
組
の
封
句
と
し
て
上
四
句
に
連
接
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
に
封
し
て
、
一
方
こ
れ
を
内
容
面
か
ら

見
る
と
、
そ
う
し
た
封
句
構
成
と
は
無
闘
係
に
、
上
二
句
が
奎
星
に
開
す
る
叙
述
で
あ
り
、
下
四
句
が
蒼
頷
に
闘
す
る
叙
述
で
あ
っ

て
、
形
式
と
内
容
と
の
間
に
著
し
い
餡
顧
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
一
々
詳
し
く
は
指
摘
し
な
い
が
、
本
書
に
は
こ
の

よ
う
な
文
章
の
未
成
熟
さ
が
鰭
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る
文
章
の
未
成
熟
さ
こ
そ
が
、
本
書
を
読
み
づ
ら
く
し
て
い
る
最
大
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按
字
學
之
部
。

「
部
」
は
、
あ
る
部
門
に
麗
す
る
典
籍
を
い
う
。
後
漢
の
許
憤
『
説
文
解
字
』
序
に
い
う
「
使
大
司
空
醸
豊
等
、
校
文
書
之
部
」
、

南
齊
の
孔
稚
珪
「
北
山
移
文
」
に
い
う
「
談
空
空
於
胃
節
、
蕨
玄
玄
於
道
流
」
麟
讀
〗
飼
拉
（
『
文
選
』
巻
四
三
）
、
梁
の
沈
約
「
齊
故

安
陸
昭
王
碑
文
」
に
い
う
「
學
偏
書
部
、
特
善
玄
言
」
（
『
文
選
』
巻
五
九
）
な
ど
は
、
そ
れ
を
證
す
る
用
例
で
あ
る
。

其
髄
有
六
。
一
古
文
、
二
奇
字
、
三
策
書
、
四
佐
書
、
五
謬
策
、
六
鳥
書
。

許
憧
『
説
文
解
字
』
序
に
い
う
、

及
亡
新
居
揖
、
使
大
司
空
頸
豊
等
、
校
文
書
之
部
、
自
以
為
應
制
作
、
頗
改
定
古
文
。
時
有
六
書
。
一
曰
古
文
、
孔
子
壁
中
書

也
。
二
曰
奇
字
、
郎
古
文
而
異
者
也
。
三
曰
築
書
、
郎
小
築
。
…
…
四
曰
左
書
、
即
秦
隷
書
。
五
曰
謬
築
、
所
以
拳
印
也
。
六

0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

 

後
魏
の
江
式
「
論
害
表
」
は
、
「
及
亡
新
居
揮
、
自
以
運
應
制
作
、
使
大
司
空
甑
豊
、
校
文
字
之
部
、
頗
改
定
古
文
。
時
有
六
害
。
一
日
古

文
、
孔
子
壁
中
書
也
0

1

一
日
奇
字
、
即
古
文
而
異
者
。
1
1

一
日
築
書
、
云
小
築
也
。
四
日
佐
害
、
秦
隷
害
也
。
五
日
謬
築
、
所
以
慕
印
也
。
六

曰
鳥
縁
書
、
所
以
書
幡
信
也
。

日
鳥
贔
、
所
以
書
幡
信
也
」
に

作
る
。
（
『
法
害
要
録
」
巻
二
）

下
文
〔
原
注
〕
の
擦
る
所
も
こ
れ
に
同
じ
。

在
幡
信
上
書
、
端
象
鳥
頭
者
、
則
憲
之
流
也
。

「
在
幡
信
上
書
」
（
旗
織
や
書
符
に
書
く
）
は
、
『
説
文
解
字
』
序
に
い
う
「
書
幡
信
」
（
前
出
）
を
通
俗
的
に
言
い
な
お
し
た
表
現
。

か
か
る
〈
在
ー
上
〉
＋
〈
動
詞
〉
と
い
う
表
現
形
式
は
近
語
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
語
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
比
較
的
古
い
類
似

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

例
と
し
て
は
、
魏
の
曹
植
の
作
と
偲
え
ら
れ
る
郎
興
詩
「
箕
在
釜
下
燃
、
豆
在
釜
中
泣
」
（
『
世
説
』
文
學
篇
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し

た
場
合
の
「
在
」
は
、
い
ず
れ
も
前
置
詞
「
於
」
に
相
嘗
す
る
軽
い
助
字
で
あ
っ
て
、
動
詞
で
は
な
い
。
（
な
お
、
下
文
偽
原
注
〕
に

い
う
「
鳥
書
、
郎
幡
信
上
作
贔
鳥
形
朕
也
」
に
お
け
る
「
幡
信
上
」
と
い
う
表
現
も
、
同
じ
く
今
仁
ー
上
〉
の
省
略
形
で
あ
る
。
）
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ま
た
、

と
い
っ
て
、

もヽ

「
蒙
形
」
を
、
彦
遠
の
指
摘
す
る
よ
う
に
六
書
の
「
其
三
」
に
は
数
え
あ
げ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
周
證
』
の
こ
の
文
を
襲
う
重
要
な
文
献
ー
『
漢
書
』
藝
文
志
（
六
藝
略
、
小
學
）
に
い
う
、

古
者
八
歳
入
小
學
。
故
周
官
保
氏
、
掌
養
國
子
、
敦
之
六
書
。
謂
蒙
形
・
象
事
・
象
意
・
象
墜
．
轄
注
・
仮
借
、

也。

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

ハ
書
、
象
形
・
會
意
・
轄
注
・
虞
事
・
仮
借
．
諧
墜
也
。

と
の
み
あ
っ
て
、

「
六
書
」
の
内
謁
に
ま
で
は
言
及
し
て
お
ら
な
い
し
、

周
官
、
教
國
子
以
六
書
。
其
三
日
、
象
形
。

。
、
ヽ
0

0
 

0
 

こ
の
三
句
、
魏
の
陳
思
王
（
曹
植
）
の
「
書
讚
序
」
に
い
う
「
蓋
書
者
鳥
書
之
流
也
」

並
引
）
を
逆
用
し
た
表
現
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
「
則
粛
之
流
也
」
の
一
句
は
、
下
文
の
「
則
書
之
意
也
」
と
相
應
ず
る
断
定

顔
光
緑
云

考
を
侯
つ
。

こ
の
文
、
必
ず
し
も
『
周
證
』
と
合
致
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、

保
氏
、
掌
諫
王
悪
、
而
養
國
子
以
道
、
乃
敦
之
六
藝
゜

九
敷
。

「
六
書
」
の
説
明
を
し
た
鄭
玄
注
引
く
鄭
衆
の
言
に
し
て

（
『
藝
文
類
緊
』
巻
七
四
・
『
御
覧
』
巻
七
五
〇

『
周
證
』
地
官
保
氏
の
本
文
に
は
、

一
曰
五
膿
、
二
曰
六
業
、
三
曰
五
射
、
四
曰
五
販
、

顔
光
緑
は
、
劉
宋
の
顔
延
之
（
金
紫
光
禄
大
夫
と
な
る
）
を
い
う
。

句。

八
句

延
之
の
こ
の
語
、

造

字

之

本

0

0

 

五
曰
六
書
、
六
曰

い
ま
だ
そ
の
出
所
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
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と
疑
う
。

蓋
倉
頷
之
遺
法
也
。

も
し
そ
う
だ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
上
文
の
「
按
字
學
之
部
」
以
下
八
句
も
、
一
應
『
説
文
解
字
』
序
に
墟
っ
た
と

、
、
、

か
ら
の
安
易
な
孫
引
き
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
く
に
見
え
な
が
ら
、
賀
は
同
じ
く
江
式
の
「
論
書
表
」
の
文
（
前
出
）
を
孫
引
き
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔
原
注
〕
周
穣
、
保
章
氏
掌
六
書
。
指
事
・
諧
聾
・
象
形
・
会
意
・
轄
注
・
椴
借
。
皆
蒼
頷
之
遺
法
也
。

「
保
章
氏
」
は
「
保
氏
」
の
誤
り
（
前
條
参
看
）
。
こ
の
注
、
果
し
て
彦
遠
自
身
の
〔
原
注
〕
か
否
か
、
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
前
條
で
拳
げ
た
江
式
「
論
書
表
」
お
よ
び
『
周
證
』
・
『
漢
書
』
・
『
説
文
』
な
ど
の
文
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
彼
自

身
が
「
保
氏
」
嘘
畔
を
「
保
章
氏
」
這
畔
と
誤
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
か
か
る
奇
異

な
術
字
「
章
」
が
こ
の
注
に
紛
れ
込
ん
で
き
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
に
『
初
學
記
』
巻
ニ
―
（
文
字
）
に
い
う
、

周
證
曰
「
保
章
氏
掌
敦
國
子
六
書
」
。
許
憤
説
文
曰
「
六
書
、
一
曰
指
事
、
二
曰
蒙
形
、
三
曰
諧
墜
、
四
曰
會
意
、
五
曰
轄
注
、

こ
の
六
書
の
順
序
は
、
今
本

六
曰
仮
借
。
『
説
文
』
序
と
も
合
す
る
。

恐
ら
く
讀
者
は
、
こ
の
『
初
學
記
』
引
文
と
〔
原
注
〕
の
文
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
多
く
の
符
合
に
驚
く
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
こ
の

（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）

あ
ろ
う
後
魏
の
江
式
「
論
書
表
」
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

周
證
、
八
歳
入
小
學
。
保
氏
敬
國
子
以
六
書
。

お
よ
び
『
説
文
解
字
』
序
に
い
う
、

周
證
、
八
歳
入
小
學
。
保
氏
敦
國
子
、
先
以
六
書
。

五
曰
轄
注
…
…
、
六
曰
仮
借
…
…
。

0

0

 

一
曰
指
事
…
…
、
二
曰
象
形
…
…
、
三
曰
形
墜
…
…
、
四
曰
會
意
…
…
、

思
う
に
、
彦
遠
の
こ
の
文
は
、
右
に
學
げ
た
『
周
證
』
以
下
の
諸
書
に
直
接
擦
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
が
常
々
愛
讀
し
て
い
た
で

0
 

0
 

0
 

C
 

一
曰
指
事
、
二
曰
諧
聾
、
三
曰
象
形
、
四
曰
會
意
、

の
雨
文
も
、
と
も
に
彦
遠
の
い
う
と
こ
ろ
と
符
合
し
に
く
い
。

五
曰
轄
注
、
六
曰
仮
借
゜
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恐
ら
く
彦
遠
の
擦
る
所
で
あ
ろ
う
。
但
、

「
髄
散
稽
繍
之
文
章
也
。
比
蒙
、
比
文
以
象
山
龍
華
贔
之
腸
也
」
と
注
す
る
。

注
に
は
、

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

『
左
偉
』
桓
二
年
に
い
う
、

0

0

 

五
色
比
象
、
昭
其
物
也
。

こ
の
孔
偉
に
は
、

「
作
會
」
に
対
し
て
「
會
五
采
也
。
以
五
采
成
此
粛
焉
」
と
注
す
る
。

明。

宗
柿
。

0

0

 

以
五
采
彰
施
子
五
色
、
作
服
。
汝

〔
原
注
〕
は
、
後
人
が
便
宜
的
に
『
初
學
記
』
引
文
を
轄
用
し
、
『
名
書
記
』
本
文
と
合
わ
な
い
六
書
の
部
分
だ
け
、
江
式
の
「
論

「
象
形
」
と
「
諧
墜
」
を
入
れ
替
え
た
り
「
皆
蒼
頷
之
遺
法
也
」

浩
乎
有
虞
作
綸
。

『
書
』
益
稜
に
、
帝
舜
（
有
虞
氏
）
が
萬
に
命
じ
て
い
う
、

予
欲
観
古
人
之
象
。
日
月
星
辰
、
山
龍
華
姦
、
作
會
。

既
就
彰
施
。

「
彰
施
」
、
す
で
に
上
文
「
有
虞
作
綺
」
の
條
に
引
く
『
書
』
益
稜
に
見
え
る
。
そ
の
孔
偉
に
は
、
「
彰
施
」
に
つ
い
て
「
天
子
服
日

月
而
下
。
諸
侯
自
龍
衰
而
下
至
輔
散
。
士
服
藻
火
、
大
夫
加
粉
米
。
上
得
兼
下
、
下
不
得
僭
上
。
以
五
采
明
施
子
五
色
、
作
尊
卑
之

服
」
と
注
す
る
。

仇
深
比
象
。

藻
火
粉
米
、

薗
戴
稀
繍
゜

車
服
器
械
之
有
五
色
、
皆
以
比
象

〔
杜
注
〕
天
地
四
方
、
以
示
器
物
不
虚
設
。

0

0

 

「
比
蒙
」
の
語
、
ま
た
『
國
語
』
周
語
（
中
）
に
も
「
文
章
比
銀
」
と
見
え
、
そ
の
章
昭

こ
の
雄
注
、
明
ら
か
に
杜
注
よ
り
優
る
。

書
表
」
に
握
っ
て
、

か
、
と
疑
う
。

一
句
を
追
加
し
た
り
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
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う
。
ま
た
『
名
粛
記
』
で
は
、

宜
し
く
『
左
偲
』
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
（
劉
文
浪
『
春
秋
左
氏
得
藷
注
疏
證
』
ー
一
九
五
九
年
、
北
京
科
学
出
版
社
刊
—
七
二
頁
参
照
。
）

0

0

 

な
お
「
既
就
彰
施
、
伯
深
比
蒙
」
に
お
け
る
〈
既
ー
、
伯

l
〉
の
語
法
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
博
士
の
「
小
野
勝
年
氏
繹

『
脈
代
名
書
記
』
」
に
封
す
る
書
評
（
『
吉
川
全
集
』
第
一
七
巻
五
0
四
ー
五
頁
）
に
詳
し
い
。

故
能
揖
譲
而
天
下
治
。

『
漢
書
』
鵬
業
志
に
い
う
、

和
親
則
無
怨
、
畏
敬
則
不
季
。

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

揖
譲
而
天
下
治
者
、

證
槃
之
謂
也
。

。
『
漠
害
』
の
こ
の
文
は
、
も
と
も
と
『
袴
記
』
築
記
篇
の
「
築
至
則
無
怨
、

．
．
．
．
．
．
 

襦
至
則
不
争
。
揖
譲
而
治
天
下
者
、
褐
築
之
謂
也
」
か
ら
出
た
も
の
。

こ
れ
彦
遠
の
直
接
墟
る
所
で
あ
ろ
う

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

「
子
曰
、
大
哉
亮
之
為
君
也
、
…
…
鋭
魏
乎
其
有
成
功
也
。
換
乎
其
有
文
章
。
」

燥
乎
而
詞
章
備
。

『
論
語
』
泰
伯
篇
に
い
う
、

廣
雅
云
、
書
、
類
也
。

0

0

 

「
類
」
字
、
疑
う
ら
く
は
「
額
」

(11規
）
の
誤
り
。
『
廣
雅
』
巻
四
（
繹
詰
四
）
に
い
う
「
穎
．
圏
・
彫
．
刻
、
粛
也
」
。

0

消
の
王
念
孫
『
廣
雅
疏
證
』
巻
四
下
に
は
、
「
周
語
（
下
）
、
成
公
之
生
也
、
其

母
夢
神
規
其
臀
以
墨
。
章
昭
注
云
、
規
、
書
也
。
規
輿
額
通
。
」
と
注
す
る
。

彦
遠
は
『
廣
雅
』
の
繹
字
と
被
繹
字
を
便
宜
的
に
倒
置
し
た
の
で
あ
ろ
う

説
文
云
、
書
、
診
也
。
象
田
診
畔
。
所
以
露
也
。

0

0

 

こ
の
引
文
、
今
本
『
説
文
』
巻
三
で
は
「
書
、
界
也
。
従
幸
象
田
四
界
。
車
、
所
以
粛
之
」
に
作
り
、
雨
者
の
間
に
多
少
字
旬
の

異
同
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
界
」
と
「
診
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
清
の
厳
可
均
『
説
文
校
議
』
に
、
『
名
粛
記
』
の
こ
の
引
文

を
皐
げ
て
「
按
、
行
草
界
字
作
齢
、
典
診
形
近
」
と
い
う
（
『
説
文
詰
林
』
巻
三
下
、
車
部
）
。
厳
氏
の
指
摘
は
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ

「
所
以
書
也
」
の
上
に
「
車
」
字
が
な
い
が
、

こ
の
字
が
な
け
れ
ば
文
意
が
通
じ
な
い
。
偲
寓
の
過

恐
ら
く
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『
厩
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

を
駁
文
的
に
敷
術
し
た
も
の
か
。

『
左
偲
』
宣
三
年
に
い
う
、

程
で
脱
落
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
字
句
異
同
は
、
も
と
も
と
テ
キ
ス
ト
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
く
の
が

妥
嘗
で
あ
る
。

繹
名
云
、
憲
、
桂
也
。
以
彩
色
桂
物
象
也
。

こ
の
引
文
も
、
今
本
『
繹
名
』
巻
三
（
繹
書
契
）
で
は
「
粛

(
h
u
a
i
)
)
、
桂

(
k
u
a
i
)

也
。
以
五
色
桂
物
上
也
」
に
作
り
、
字
句
に

多
少
の
異
同
が
あ
る
。
思
う
に
、
『
廣
雅
』
巻
四
（
卦
韻
）
に
引
く
『
繹
名
』
は
「
粛
、
桂
也
。
以
五
色
桂
物
象
也
」
に
作
っ
て
、

『
名
書
記
』
が
同
じ
く
「
物
象
」
に
作
る
の
と
合
致
す
る
。
こ
の
事
を
も
っ
て
推
せ
ば
、
あ
る
い
は
彦
遠
が
引
く
よ
う
な
テ
キ
ス
ト

故
鼎
鐘
刻
、
則
識
魃
魅
而
知
神
姦
゜

楚
子
問
鼎
之
大
小
軽
重
焉
。
（
王
孫
滴
）
封
曰
「
在
徳
不
在
鼎
。
昔
夏
之
方
有
徳
、
遠
方
圏
物
、
貢
金
九
牧
。
躊
鼎
象
物
、
百

o

o

c

o

o

 

物
而
為
之
備
、
使
民
知
誹
姦
。
故
民
入
川
澤
山
林
、
不
逢
不
若
、
靖
魅
岡
雨
、
莫
能
逢
之
。
」

旅
章
明
、
則
昭
軌
度
而
備
國
制
。

『
左
偲
』
桓
二
年
に
い
う
「
三
辰
旅
旗
、
昭
其
明
也
。
」
〔
杜
注
畔
鰐
翻
鑢
麟
印
両
於
こ
れ
上
句
の
朦
る
と
こ
ろ
。
下
句
に
つ
い
て
は
、

そ
の
握
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
あ
る
い
は
『
左
側
』
の
こ
の
文
の
下
に
い
う
「
百
官
於
是
乎
戒
憚
、
而
不
敢
易
紀
律
」

清
廟
粛
而
鱒
葬
陳
。

0
 

0
 

0
 

『
詩
』
周
頌
清
廟
に
い
う
「
於
穆
清
廟
、
粛
猟
顕
相
。
」
こ
れ
「
清
廟
鼎
」
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
。
『
書
』
益
稜
「
日
月
星
辰
、
山

も
嘗
時
は
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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『
漢
書
』
蘇
武
偲
に
い
う
、

署
其
官
爵
姓
名
。
」

以
忠
以
孝
、
壷
在
於
雲
豪
。

『
後
漢
書
』
朱
祐
等
偲
の
論
に
い
う
、

れ
「
鱒
蝉
陳
」
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
。

廣
輪
度
而
彊
理
辮
。

恐
ら
く
彦
遠
は
、

す
る
こ
と
を
い
い
、

大
司
徒
之
職
、
掌
建
邦
之
土
地
之
圏
、
典
其
人
民
之
敷
、
以
佐
王
安
擾
邦
國
。
以
天
下
土
地
之
圏
、
周
知
九
州
之
地
域
廣
輪
之

敷
、
翫
乾
瓢
尋
藍
叩
齊
其
山
林
川
澤
丘
陵
墳
術
原
隕
之
名
物
、
而
辮
其
邦
國
都
郡
之
敷
、
制
其
畿
彊
而
溝
封
之
。

そ
の
鄭
玄
注
に
い
う
、

。
『
左
煉
~
』
成
一
一
年
に
「
先
王
謳
理
天
下
、
物
土
之
宜
、
而
布
其
利
。
故
詩
曰
、

我
甑
我
理
、
南
東
其
畝
」
と
い
う
。
『
詩
』
は
小
雅
信
南
山
に
見
え
る
。

千
里
曰
畿
。
謙
猶
界
也
。
春
秋
偉
曰
「
吾
子
彊
理
天
下
」
。
。

こ
の
『
周
證
』
の
本
文
お
よ
び
鄭
注
を
ふ
ま
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
彊
」
と
は
、
土
地
の
境
界
を
明
確
に

「
理
」
と
は
、
土
質
を
正
し
く
見
き
わ
め
て
各
地
に
適
合
し
た
作
物
を
栽
培
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
と
も
に
農

業
政
策
の
基
本
的
施
策
。

有
烈
有
勲
、
皆
登
於
麟
閣
。

式
昭
盛
徳
之
事
。

「
甘
露
三
年
、
輩
子
始
入
朝
。
上
（
宣
帝
）
思
股
肱
之
美
、

『
周
證
』
地
官
大
司
徒
に
い
う
、

龍
華
贔
、
作
會
、
宗
葬
」

「
永
平
中
、
顕
宗
（
明
帝
）
追
感
前
世
功
臣
、
乃
圏
粛
二
十
八
将
於
南
宮
雲
豪
。
」

（
前
出
）
の
孔
偲
に
い
う
、

0
 

0
 

0
 

0
 

「
會
五
采
也
。
以
五
采
成
此
書
焉
。
宗
廟
葬
樽
、
亦
以
山
龍
華
贔
為
飾
。
」
こ

酒
圏
書
其
人
於
麒
麟
閣
、

法
其
形
貌
、
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是
知
存
乎
璧
戒
者
、
圏
露
也
。

「
是
」
は
〈
於
是
〉
を
意
味
す
る
助
字
。
『
御
覧
』
引
文
に
は
「
戒
」
字
・

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

「
圏
」
字
が
な
い
。
恐
ら
く
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

0

0

 
0
 
0
 

°
ち
な
み
に
『
文
選
』
馬
融
長
笛
賦
に
は
、
「
放
臣
逐
子
、
棄
妻
離
友

゜

「
逐
子
」
、
『
御
覧
』
の
引
文
は
「
斥
子
」
に
作
る
彰
（
咸
）
・
（
伍
子
）
脊
・
伯
奇
、
哀
姜
・
孝
已
」
と
い
う
。

『
御
覧
』
の
引
文
は
、

見
放
臣
逐
子
。

見
忠
臣
死
難
、
莫
不
抗
節
。

0
 

0
 

0
 

0
 

『
左
偲
』
昭
十
二
年
に
い
う
、
「
其
詩
曰
、
祈
招
之
倍
倍
、
式
昭
徳
音
。
」

故
陸
士
衡
云
、
丹
青
之
興
、
比
雅
頌
之
述
作
、
美
大
業
之
馨
香
。

陸
士
衡
（
晋
の
陸
機
）
の
こ
の
言
、

い
ま
だ
そ
の
出
所
を
知
ら
な
い
。
考
を
侯
つ
。

「
美
」
字
、
恐
ら
く
は
「
突
」
（
「
類
」
の
俗
字
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

文
意
も
ま
た
全
き
を
得
る
。

見
三
季
異
主
。

残
闊
で
あ
ろ
う
。

「
臣
」
を
「
節
」
に
作
り
、

「
節
」
を
「
首
」
に
作
る
。

曹
植
有
言
日
、
観
憲
者
、
見
三
皇
五
帝
、
莫
不
仰
戴
。
云
云

小
野
博
士
い
う
「
こ
の
條
は
恐
ら
く
曹
植
の
『
粛
賛
』
序
文
の
一
節
で
あ
ろ
う
」
と
（
岩
波
文
庫
『
歴
代
名
高
記
』
一
六
頁
）
。

＜
従
う
べ
恙
で
あ
る
。

「
異
主
」
、
『
御
覧
』
巻
七
五
一
の
引
文
は
「
暴
主
」
に
作
る
。
極
め
て
是
で
あ
る
。
今
本
「
異
」
に
作
る
は
、
恐
ら
く
「
暴
」
の

「
類
」
字
に
作
っ
て
、

宜
し

は
じ
め
て
上
の
「
比
」
と
相
應
じ
、
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『
史
記
』
箭
相
國
世
家
に
い
う
、

『
史
記
』
燕
世
家
に
い
う
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

燕
太
子
丹
、
陰
養
牡
士
二
千
人
、
使
荊
詞
献
督
冗
地
圏
於
秦
。
応
索
麟
亡
唸
鯰
畔
広
岬
疇
“
亨
匹
良

昔
夏
之
衰
也
、
架
為
暴
凱
、
太
史
終
抱
書
以
奔
商
。
殷
之
亡
也
、
紺
為
淫
虐
、
内
史
摯
載
圏
而
婦
周
゜

『
呂
氏
春
秋
』
先
識
覧
に
、
「
凡
國
之
亡
也
、
有
道
者
必
先
去
、
古
今
一
也
」
と
冒
頭
し
て
、
次
の
ご
と
く
い
う
、

夏
太
史
令
終
古
、
出
其
圏
法
、
執
而
泣
之
。
夏
架
迷
惑
、
暴
乱
愈
甚
。
太
史
令
終
古
、
乃
出
奔
如
商
。

ま
た
い
う
、

殷
内
史
向
摯
、
見
紺
之
愈
乱
迷
惑
也
、
於
是
載
其
圏
法
、
出
亡
之
周
。

燕
丹
請
猷
、
秦
皇
不
疑
。

ま
た
刺
客
列
偲
（
荊
阿
）
に
い
う
、

（
荊
詞
）
遂
至
秦
、
持
千
金
之
資
幣
物
、
厚
遺
秦
王
寵
臣
中
庶
子
蒙
喜
。
嘉
為
先
言
於
秦
王
曰
、
「
燕
王
誠
振
怖
大
王
之
威
、
…

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0
 

…
謹
斬
勢
於
期
之
頭
、
及
献
燕
督
冗
之
地
圏
、
函
封
、
燕
王
拝
送
子
庭
、
使
使
以
聞
大
王
。
唯
大
王
命
之
。
」
秦
王
聞
之
、
大

喜
、
乃
朝
服
、
設
九
賓
、
見
燕
使
者
咸
陽
宮
。
（
『
戦
國
策
』
燕
策
三
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
同
じ
。
）

蓋
何
先
収
、
浦
公
乃
王
。

茄
公
至
咸
陽
、
諸
将
皆
季
走
金
吊
財
物
之
府
分
之
。
（
爾
）
何
、
獨
先
入
牧
秦
丞
相
御
史
律
令
圏
書
蔵
之
。
油
公
為
漢
王
、
以

何
為
丞
相
。
項
王
典
諸
侯
屠
燒
咸
陽
而
去
。
漢
王
所
以
具
知
天
下
厖
塞
・
戸
口
多
少
・
彊
弱
之
虞
・
民
所
疾
苦
者
、
以
何
具
得

秦
圏
書
也
。
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な
お
、

ヽ

ぷ
ノ

『
書
賛
』
序
（
『
御
覧
』
巻
七
五
〇
引
）
に
い
う
、

『
隋
書
』
経
籍
志
（
史
部
、
雑
博
類
）
に
は

（
宋
の
黄
休
復
『
益
州
名
粛
録
』
巻
下
に
引
く
）
の
次
の
文
で
あ
る

I

是
以
漠
明
宮
殿
、
賛
絃
粉
繕
之
功
。

後
漢
の
明
帝
が
宮
殿
に
圏
粛
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
上
文
「
以
忠
以
孝
、
塞
在
於
雲
豪
」
の
條
下
に
見
え
る
。

「
弦
」
は
滋
（
檜
す
）
と
同
じ
。

蜀
郡
學
堂
、
義
存
勧
戒
之
道
。

（
『
褻
文
類
緊
』
巻
三
八
・
『
御
覧
』
巻
五
三
四
引
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
い

文
翁
（
前
漠
武
帝
の
時
の
人
）
學
堂
、
在
大
城
南
。
饂
火
災
、
蜀
郡
太
守
高
朕
、
（
後
漠
末
の
人
）
修
復
繕
立
、
圏
書
聖
賢
古
人
像
、

『
御
覧
』
引
文
は
、
こ
れ
よ
り
や
や
詳
し
い
が
、
文
煩
な
れ
ば
略
す
。
）

及
譜
器
瑞
物
。

ま
た
最
も
具
髄
的
な
記
録
は
、
『
盆
州
學
館
記
』

獣
帝
興
平
元
年
、
陳
留
高
朕
為
釜
州
太
守
、
更
葺
成
都
玉
堂
石
室
、
東
別
創
一
石
室
、
自
為
周
公
證
殿
。
其
壁
上
圏
粛
上
古
盤

古
・
李
老
等
誹
、
及
歴
代
帝
王
之
像
。
梁
上
又
書
仲
尼
七
十
二
弟
子
・
三
皇
以
来
名
臣
。

（
『
褻
文
類
緊
』
に
拠
る
。

『
名
粛
記
』
巻
三
（
「
述
古
之
秘
薗
珍
闘
」
）
に
は
『
盆
州
學
堂
圏
』
十
巻
を
載
せ
、

『
蜀
文
翁
學
堂
像
題
記
』
一
一
巻
が
見
え
る
。

馬
后
女
子
、
尚
願
戴
君
於
唐
奏
、

魏
の
陳
思
王
（
曹
植
）

昔
明
徳
馬
后
、
美
於
色
、
厚
於
徳
、
帝
用
喜
之
。
嘗
従
観
粛
、
過
虞
舜
之
像
、
見
蛾
皇
・
女
英
、
帝
指
之
戯
后
曰
「
恨
不
得
如

此
人
為
妃
」
。
又
前
見
陶
唐
之
像
、
后
指
晃
曰
「
睦
乎
、
群
臣
百
僚
、
恨
不
戴
君
如
是
」
。
帝
顧
而
容
睦
焉
。

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

こ
の
事
に
閲
す
る
最
古
の
記
録
は
、
任
豫
の
『
益
州
記
』

「
賛
」
は
粛
賛
、
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王
充
に
封
す
る
評
語
「
不
知
言
」
は
、

也」。

な
お
右
の
曹
植
の
文
は
、

自
是
名
教
築
事
。

〈
自
分
の
被
す
べ
き
言
葉
を
選
別
で
き
な
い
〉
こ
と
を
い
い
、

こ
の
ほ
か
『
蓼
文
類
緊
』
巻
七
四
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、

字
に
作
ら
れ
て
い
て
『
名
粛
記
』
の
文
と
合
致
し
な
い
。
（
『
唐
類
函
』
巻
一
五
一
の
引
文
は
、

石
勒
賜
胡
、
猶
観
自
古
之
忠
孝
゜

「
石
勒
」
は
、
恐
ら
く
彦
遠
自
身
の
勘
違
い
で
あ
っ
て
、
正
し
く
は
そ
の
従
子
「
石
虎
」
の
事
を
い
う
。
『
魏
書
』
渇
胡
石
勒
偲
に

附
す
る
石
虎
（
季
龍
）
偲
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

太
武
殿
成
、
圏
書
忠
臣
孝
子
列
士
貞
女
。

ま
た
祖
鴻
『
十
六
國
春
秋
』
後
趙
録
に
も
、

こ
の
事
を
記
し
て
「
初
太
武
殿
既
成
、

そ
こ
で
は
「
戴
君
」
二
字
が
「
得
為
君
」
三

『
藝
文
類
緊
』
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
轄
載
し
た

0
 

0
 

0
 

0
 

「
子
曰
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
失
哉
。
不
有
博
変
者
乎
。
為
之
猶
賢
乎
已
。
」

『
世
説
』
礁
行
篇
に
い
う
、

王
平
子
（
澄
）
・
胡
母
彦
國
（
輔
之
）
諸
人
、
皆
以
任
放
為
逹
、
或
有
裸
慢
者
。
業
廣
笑
曰
「
名
敦
中
自
有
楽
地
、
何
為
乃
爾

余
嘗
恨
王
充
之
不
知
言
。

登
同
博
突
用
心
。

『
論
語
』
陽
貨
篇
に
い
う
、

覧
』
巻
三
六
九
の
引
文
。
今
本
に
は
な
い
。
）

も
の
。
）

『
論
語
』
亮
曰
篇
の

0

0

 

圏
粛
自
古
賢
聖
忠
臣
烈
士
」
と
あ
る
。

（『御
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『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

『
老
子
』
四
十
一
章
に
い
う
、

こ
の
文
、

子
曰
、
不
知
命
、
無
以
為
君
子
也
。
不
知
證
、
無
以
立
也
。
不
知
言
、
無
以
知
人
也
。

を
ふ
ま
え
る
。

な
お
、
『
論
語
』
の
「
不
知
言
」
を
彦
遠
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
た
例
と
し
て
は
、
後
漢
の
張
衡
「
東
京
賦
」
に
、
西

0

0

0

 

京
の
奢
麗
を
絶
賛
し
た
凋
虚
公
子
を
非
難
す
る
安
虞
先
生
の
評
語
「
宜
無
嫌
於
往
初
、
故
蔽
善
而
揚
悪
、
祗
吾
子
之
不
知
言
也
」

〔
李
善
注
〕
論
諾
、
子
日
‘
が
あ
る
。

不
知
言
、
無
以
知
人
也
。

人
観
圏
薔
上
所
憲
古
人
也
。

0

0

 

0
 

0
 

こ
の
一
句
、
今
本
『
論
衡
』
別
通
篇
で
は
「
人
好
観
圏
粛
者
、

隔
た
り
が
あ
る
。

思
う
に
、

し
か
し
、
『
御
覧
』
巻
七
五
〇
引
く
『
論
衡
』

見
其
面
而
不
若
観
其
言
行
。

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

圏
上
所
書
、
古
之
列
人
也
」
に
作
っ
て
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

で
は
「
人
好
観
圏
書
上
所
粛
古
之
死
人
也
」

常
に
近
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
せ
ば
、
本
書
に
見
る
よ
う
な

『
論
衡
』

本
書
の
引
文
と
相
嘗
に

に
作
っ
て
、

本
書
と
非

の
異
本
も
往
時
に
は
存
在
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
見
其
面
」
を
主
語
と
し
「
不
若
」
以
下
を
そ
の
述
語
と
す
る
。
さ
す
れ
ば
「
而
」
字
は
、
上
の
主
語
を
提
示
す
る
助

字
と
見
ざ
る
を
得
な
い
が
、
漢
繹
佛
典
や
ご
く
通
俗
の
文
章
な
ら
と
も
か
く
、

「
面
」
字
が
損
す
れ
ば
「
而
」
字
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
り
、

し
た
の
で
は
な
い
か
、

余
以
、
此
等
之
論
。

「
此
等
」
は
、
軽
蔑
の
語
氣
を
ふ
く
む
俗
語
的
用
法
で
、
〈
如
此
〉
の
意
。

輿
夫
大
笑
其
道
。

と
疑
う
。

『
論
衡
』
の
用
語
と
し
て
は
甚
だ
不
適
嘗
で
あ
る
。

そ
う
し
た
事
情
が
か
ら
ま
っ
て
偲
寓
の
際
に
術

「
上
士
聞
道
、
勤
而
行
之
。
中
士
聞
道
、
若
存
若
亡
。
下
士
聞
道
、
大
笑
之
。
」
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ま
た
『
漢
書
』
藝
文
志
（
序
）
に
も
い
う
、

（
『
藝
文
類
緊
』
巻
―
ニ
・
『
覧
』
巻
八
八
引
）
に
い
う
、

話
病
其
儒
3

G
鄭
注
〕
賑
病
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

『
膿
記
』
儒
行
篇
に
い
う
、
「
今
衆
人
之
命
儒
也
妄
。
常
以
儒
相
垢
病
。
」
猶
恥
辱
也
。

以
食
輿
耳
。

0

0

0

 

『
史
記
』
六
國
年
表
に
い
う
、
「
學
者
牽
於
所
聞
、
見
秦
在
帝
位
日
凌
、
不
察
其
終
始
。
因
拳
而
笑
之
、
不
敢
道
。
此
典
以
耳
食
無

異
。
悲
夫
。
」

封
牛
鼓
簑
。

0
 

0
 

0
 

0
 

『
荘
子
』
齊
物
論
「
彼
非
所
明
而
明
之
、
故
以
堅
白
之
昧
終
」
の
郭
象
注
に
い
う
、
「
是
猶
野
牛
鼓
簑
耳
。
彼
覚
不
明
、
故
己
之
道

術
、
終
於
昧
然
也
。
」

〇
叙
露
之
興
磨

世
俗
知
尚
者
。

「
知
尚
」
の
語
、
寡
聞
に
し
て
い
ま
だ
そ
の
用
例
を
知
ら
な
い
。

（
賞
で
る
）
な
ら
ば
、
六
朝
以
来
の
常
用
語
で
あ
っ
て
珍
し
く
な
い
。

漢
武
、
創
置
秘
閤
、
以
緊
圏
書
。

延
閣
・
廣
内
・
秘
室
之
府
。

「
尚
」
字
、

あ
る
い
は
「
賞
」
の
残
損
か
と
疑
う
。
「
知
賞
」

劉
飲
『
七
略
』

孝
武
皇
帝
、
勅
丞
相
公
孫
弘
、
廣
開
献
書
之
路
、
百
年
之
間
、
書
積
如
丘
山
。
故
外
則
有
太
常
・
太
史
・
博
士
之
蔵
、
内
則
有
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八
句

光
和
元
年
二
月
、
始
置
鴻
都
門
學
生
。

迄
孝
武
世
、
書
鋏
簡
脱
、
證
壊
業
崩
。
聖
上
晴
然
而
稲
曰
「
朕
甚
閲
焉
」
。
於
是
建
蔵
書
之
策
、
置
寓
書
之
官
、
下
及
諸
子
・
偲

説
、
皆
充
秘
府
。

漢
明
、
雅
好
丹
青
、
別
開
憲
室
。

清
の
恵
棟
『
後
漢
書
補
注
』
巻
二
四
（
百
官
志
第
二
六
「
粛
室
署
長
」
）
に
「
陳
思
王
書
讚
序
曰
、

室
」
と
注
す
る
。

い
ま
だ
恵
棟
の
擦
る
所
を
知
ら
な
い
。
考
を
侯
つ
。

又
創
立
鴻
都
學
、
以
集
奇
藝
、
天
下
之
藝
雲
集
。

『
後
漢
書
』
聾
帝
紀
に
い
う
、

こ
の
事
、

雅
好
圏
粛
、

鴻
都
‘
門
名
也
。
於
内
置
學
、
時
其
中
諸
生
‘
皆
救
州
郡
、
三
公

盆
賣
注
〕
警
召
能
為
尺
潰
辟
賦
、
及
工
書
烏
築
者
、
相
課
試
至
千
人
焉
。

ま
た
哀
宏
『
後
漢
紀
』
饗
帝
紀
中
・
華
矯
『
後
漢
書
』
（
『
文
選
』
任
防
「
為
苑
尚
書
譲
吏
部
封
侯
第
一
表
」
李
善
注
・
『
御
覧
』
巻

二
0
1
、
並
引
）
に
も
見
え
る
。

及
董
卓
之
飢
、
山
陽
西
遷

こ
の
事
に
闘
し
て
は
、

『
後
漢
書
』
儒
林
偲
（
上
）
の
序
に
い
う
、

及
董
卓
移
都
之
際
、
吏
民
擾
乱
、
自
辟
猟
・
東
観
・
蘭
憂
・
石
室
・
宣
明
・
鴻
都
諸
蔵
、
典
策
文
章
、
競
共
割
散
。
其
鎌
吊
圏

書
、
大
則
連
為
帷
蓋
、
小
酒
制
為
朦
嚢
。
及
王
允
所
牧
而
西
者
、
裁
七
十
餘
乗
、
道
路
賑
遠
、
復
棄
其
半
失
。

圏
露
緩
吊
、
軍
人
皆
取
為
帷
嚢
、
所
収
而
西
、
七
十
餘
乗
。

0

.

。。

隋
の
牛
弘
「
上
表
請
開
獣
書
之
路
」
（
『
隋
書
』
牛
弘
得
）
に
い
う
、
「
及
孝
献
移
都
、
吏
民
擾
胤
、
圏
書
練
吊
、

塑
叩
匹
‘
裁
:
十
麟
齋
。
」
謬
詮
五
饂
認
詐
疇
仁
渇
唸
紐
雲
』
は
芹
麒
訳
認
紅
エ

B遺
紐
江
畠
」

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

漢
明
帝
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

皆
取
為
帷
嚢
、
所

別
作
粛
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重
以
桓
玄
性
貪
好
奇
、
天
下
法
書
名
憲
、
必
使
饒
己
。

『
晋
書
』
桓
玄
偲
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

（
桓
玄
）
性
貪
郵
、
好
奇
異
、
尤
愛
賓
物
珠
玉
、
不
離
於
手
。
人
士
有
法
書
好
書
及
佳
園
宅
者
、
悉
欲
欝
己
。
猶
難
、
逼
奪
之
、

皆
捕
博
而
取
。

何
法
盛
晋
中
興
書
云
、
劉
牢
之
、
遣
子
敬
宣
、
詣
玄
請
降
。
玄
大
喜
、
陳
書
憲
、
共
観
之
。

『
晋
中
興
書
』
の
こ
の
文
、
清
の
褐
球
輯
『
晋
書
輯
本
』
に
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
『
名
書
記
』
だ
け
が
側
え
る
逸
文
で

『
晋
書
』
劉
牢
之
傭
に
「
（
牢
之
）
俄
令
敬
宣
降
玄
。
玄
大
喜
、
典
敬
宣
置
酒
宴
集
、
陰

あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
事
件
に
闊
し
て
は
、

事
は
『
晋
書
』
懐
帝
紀
（
永
嘉
五
年
六
月
丁
酉
）
に
見
え
る
。

牛
弘
「
上
表
請
開
献
書
之
路
」

（
前
出
）
に
い
う
、

遇
雨
道
難
、
半
皆
遺
棄
。

後
漢
の
應
勁
『
風
俗
通
」
（
『
御
覧
』
巻
六
一
九
引
）

「
遇
雨
道
難
」
四
字
、
『
意
林
』
の

0
 

0
 

0
 

半
投
棄
。
」
引
文
は
「
於
道
遇
雨
」
に
作
る
。

魏
晋
之
代
、
固
多
蔵
蓄
、
胡
寇
入
洛
、

一
時
焚
燒
。

こ
、
う
、

~
し

「
董
卓
盪
覆
王
室
、

魏
文
代
漠
、
更
集
経
典
、
皆
蔵
在
秘
書
内
外
三
閣
、
遣
秘
書
郎
鄭
黙
剛
定
薔
文
。
時
之
論
者
、
美
其
朱
紫
有
別
。
晋
氏
承
之
、

文
籍
尤
廣
。
晋
秘
書
監
荀
勘
、
定
魏
内
経
、
更
著
新
簿
、
雖
古
文
奮
簡
、
猶
云
「
有
鋏
」
。
新
章
後
録
、
鳩
集
已
多
、
足
得
恢

弘
正
道
、
訓
範
嘗
世
。
腸
劉
（
曜
）
石
（
勒
）
憑
陵
、
京
華
覆
滅
、
朝
章
國
典
、
従
而
失
墜
。

晋
遭
劉
曜
、
多
所
毀
散
。

0

0

 

0
 

0
 

0
 

天
子
西
移
、
所
載
書
七
十
車
、
遇
雨
道
難
、
分
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「
伯
更
」

梁
武
帝
、
尤
加
賓
異
、
仇
更
捜
葺
。

ま
た
宋
の
郭
若
虚
『
圏
書
見
聞
誌
』
巻
一
に
も
、

謀
誅
之
、
陳
法
書
粛
圏
、
典
敬
宣
共
観
、
以
安
悦
其
志
。
敬
宣
不
之
覺
、
玄
佐
吏
葵
不
相
視
而
笑
。
」

玄
敗
、
宋
高
祖
先
使
威
喜
入
宮
載
焉
。

「
戚
喜
」
、
嘗
に
「
戚
煮
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

と
見
え
る
。

『
宋
書
』
戚
質
偲
に
い
う
、

桓
玄
奔
走
、
高
祖
使
（
滅
）
窯
入
宮
、
牧
圏
書
器
物
、
封
閉
府
庫
、
有
金
飾
楽
器
。
高
祖
問
窯
「
卿
、
得
無
欲
此
乎
」
。
窯
正
色

曰
「
皇
上
幽
逼
、
播
越
非
所
。
勝
軍
、
首
建
大
義
、
肋
労
王
家
。
雖
復
不
肖
、
無
情
於
槃
」
。
高
祖
笑
曰
「
柳
以
戯
卿
爾
」
。

南
齊
高
帝
、
科
其
尤
精
者
、
録
古
来
名
手
。
不
以
遠
近
為
次
、
但
以
優
劣
為
差
。
自
陸
探
微
至
苑
惟
賢
四
十
二
人
、
為
四
十
二
等
。

二
十
七
秩
、
三
百
四
十
八
巻
。

0

0

 

「
名
手
」
、
明
の
王
世
貞
編
『
王
氏
書
苑
』
本
（
以
下
「
王
本
」
と
簡
稲
す
る
）
は
「
名
筆
」
に
作
る
。
「
手
」
は
「
筆
」
の
残
闘
か
と

疑
う
。
南
齊
の
高
帝
が
撰
し
た
該
書
に
闊
し
て
は
、
『
名
粛
記
』
巻
六
こ
疇
直
漬
」
の
〔
原
注
〕
に
も
「
諸
家
並
不
載
品
第
。
唯
南
齊

原
誤
っ
て
「
曰
」
に
作
る
。
今
改
め
る
）
、
自
陸
（
探
微
）
至
苑
惟
賢
、
亦
未
見
其
述
」
と
い
い
、

高
帝
、
集
名
粛
四
十
二
人
（
「
四
」
字
、

考
證
』
巻
二
三
（
史
部
、
簿
録
類
）
に
は
、

粛
之
興
際
、
有
曰
云
云
。
此
一
巻
、
賓
近
似
之
」
と
い
う
。
や
や
穿
ち
す
ぎ
た
見
解
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
名
書
集
』
麟
冨
の
書
名
を
録
し
て
い
る
。
な
お
、
清
の
挑
振
宗
『
隋
書
網
藉
志

『
隋
志
』
に
載
せ
る
『
名
手
粛
録
』

一
巻
に
つ
い
て
、

唐
の
張
懐
瑾
「
二
玉
等
書
録
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
四
）
に
い
う
、

（
い
っ
そ
う
）
は
二
字
で
一
語
の
助
字
。

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

「
案
張
彦
遠
『
脈
代
名
粛
記
』
叙

「
梁
武
帝
、
尤
好
圏
書
、
捜
訪
天
下
、

大
有
所
獲
。
」
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元
帝
、
雅
有
オ
藝
、
自
善
丹
青
。

『
南
史
』
梁
本
紀
（
下
）
に
い
う
、
「
（
元
）
帝
、
エ
書
善
書
、
自
圏
宣
尼
像
、
為
之
賛
而
書
之
。
時
人
謂
之
三
絶
。
」
声
房
記
鱈
硬
疇
゜

侯
景
之
飢
、
太
子
綱
数
夢
秦
皇
更
欲
焚
天
下
書
、
既
而
内
府
圏
書
数
百
画
、
果
為
景
所
焚
也
。

『
御
覧
』
巻
六
一
九
（
焚
書
）
に
引
く
『
三
國
典
略
』
に
は
い
う
、

0
 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

 

0

c

c

0

 

0
 

0
 

0
 

初
侯
景
来
、
…
…
夜
於
宮
中
、
置
酒
奏
業
、
忽
聞
火
起
、
衆
遂
驚
散
。
東
宮
圏
籍
敷
百
厨
、
焚
之
皆
盛
。
初
太
子
夢
作
秦
始
皇

者
云
「
此
人
復
欲
焚
書
」
。
既
而
見
熱
、
夢
則
験
焉
。

こ
れ
、
彦
逮
の
撼
る
所
か
と
疑
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
『
南
史
』
賊
臣
偲
（
侯
景
）
に
も
「
至
夜
簡
文
募
人
、
出
燒
東
宮
、

豪
殿
遂
饗
、
所
緊
園
籍
敷
百
厨
、
一
皆
灰
儘
。
先
是
簡
文
「
鰐
豆
五
夢
有
人
書
作
秦
始
皇
云
、
此
人
復
焚
書
。
五
予
亡
四
宝
至
是
而

験
。
」
（
『
梁
書
』
侯
景
偲
は
、
「
所
緊
圏
籍
」
以
下
の
記
事
を
鋏
く
。
）
と
見
え
る
が
、
彦
遠
の
文
と
合
し
な
い
箇
所
が
多
い
。

及
景
之
平
、
所
有
書
、
皆
載
入
江
陵
。
為
西
魏
将
干
謹
所
陥
。
元
帝
将
降
、
乃
緊
名
憲
法
書
及
典
籍
二
十
四
萬
巻
、
遣
後
閤
舎
人
高

善
賓
焚
之
。
帝
欲
投
火
倶
焚
、
宮
嬢
索
衣
得
免
。
呉
越
賓
剣
、
並
将
研
柱
令
折
、
乃
歎
日
、
蓋
世
誠
遂
至
干
此
。
儒
雅
之
道
、
今
夜

窮
芙
。
干
謹
等
、
於
燈
燻
之
中
、
牧
其
書
露
四
千
餘
軸
、
蹄
干
長
安
。

右
の
長
文
、
そ
の
大
部
分
は
、
唐
の
張
懐
灌
「
二
王
等
書
録
」
（
前
出
）
の
文
ー
|
_

平
侯
景
後
、
王
僧
罪
捜
括
、
並
送
江
陵
。
承
聖
末
魏
師
襲
荊
州
、
城
陥
。
元
帝
腔
降
、
其
夜
乃
緊
古
今
圏
害
十
四
萬
巻
、
井
大

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

0

 

小
二
王
遺
述
、
遣
後
閤
舎
人
高
善
賓
焚
之
。
奥
越
賓
剣
、
並
牌
祈
柱
、
乃
嘆
曰
「
蓋
世
誠
（
元
帝
自
身
の
字
）
遂
至
於
此
。
文
武

之
道
、
今
夜
窮
乎
」
。
歴
代
秘
賓
、
並
為
爛
儘
突
。
周
腔
子
謹
・
普
六
・
茄
忠
等
、
招
拾
遺
逸
凡
四
千
巻
、
将
節
長
安
。

を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
借
用
し
、
併
せ
て
『
三
國
典
略
』
（
『
御
覧
』
巻
六
一
九
引
）
の
文
ー
|
_
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『
隋
書
』
経
籍
志
（
序
）
に
い
う
、

周
師
陥
江
陵
、
梁
王
知
事
不
猜
、
入
東
閣
竹
殿
、
命
舎
人
高
善
賓
、
焚
古
今
圏
書
十
四
萬
巻
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

引
衣
。
遂
及
火
滅
塞
、
井
以
賓
剣
祈
柱
令
折
、
歎
曰
「
文
武
之
道
、
今
夜
窮
突
」
。

を
も
っ
て
こ
れ
を
補
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
「
所
有
畳
」
一
句
は
表
現
が
甚
だ
熟
し
な
い
。
思
う
に
、
も
と
「
所
有
書
書
」
に
作
っ
て
い
た
の
が
、
「
書
」
．

「
書
」
雨
字
の
形
似
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
、
偲
寓
の
際
、
片
方
の
「
書
」
字
が
脱
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
。
ま
た
本
文
「
―
―

十
四
萬
巻
」
の
「
二
」
字
は
、
あ
る
い
は
術
字
か
。
口
鑓
己
鱈
誌
鱈
‘
（
戸
厨
苔
胴
露
濠

故
顔
之
推
観
我
生
賦
云
、
人
民
百
萬
而
囚
虜
、
書
史
千
雨
而
煙
圏
。
史
籍
已
来
、
未
之
有
也
。
薄
天
之
下
、
斯
文
霊
喪
。

思
う
に
、

で
あ
ろ
う
。
「
史
籍
已
来
、

か
ら
推
し
て
、

未
之
有
也
」

『
隋
書
』
装
矩
侮
に
い
う
、

八
字
は
、

顔
之
推
「
観
我
生
賦
」
は
、
『
北
齊
書
』
文
苑
侮
（
顔
之
推
）
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
い
う
、

北
於
墳
籍
、
少
於
江
東
一
1

一
分
之
一
。
梁
氏
剥
掘
、
散
逸
湮
亡
。
唯
孝
元
鳩
合

0
 
0

0

0

 

0

0

0

0

 

通
重
＋
餘
萬
。
史
箱
以
来
、
未
之
有
也
。
兵
敗
悉
焚
之
、
海
内
無
復
書
府
。

民
百
萬
而
囚
虜
、
書
千
雨
而
煙
燭
。
浦
天
之
下
、
斯
文
壷
喪
。
〔
自
注
〕

そ
れ
が
賦
の
文
句
と
し
て
全
く
な
じ
ま
な
い
純
然
た
る
散
文
的
表
現
で
あ
る
こ
と

恐
ら
く
元
来
は
彦
遠
の
〔
原
注
〕
と
し
て
入
っ
て
い
た
の
が
、

陳
天
嘉
中
、
陳
主
隷
意
捜
求
、
所
得
不
少
。

侮
寓
の
際
に
誤
っ
て
本
文
に
章
入
し
て
し
ま
っ
た
の

「
陳
天
嘉
中
、
又
更
鳩
集
、
考
其
篇
目
、
遺
闊
尚
多
。
」

牧
陳
圏
書
。
」
た
だ
、
末
句
「
得
八
百
餘
巻
」
は
何
に
握
っ
て
か
く
言
っ
た
の
か
、

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

0

0

 

0
 

0
 

欲
自
投
火
、

0

0

 

0
 

0
 

典
之
倶
滅
、

0

0

 

宮
人

及
隋
平
陳
、
命
元
帥
記
室
参
軍
装
矩
・
高
頚
牧
之
、
得
八
百
餘
巻
。

「
（
斐
矩
）
伐
陳
之
役
、
領
元
帥
記
室
。
既
破
丹
陽
、
（
元
帥
）
晋
王
廣
、
令
矩
典
（
元
帥
長
史
）
高
頻
、

い
ま
だ
こ
れ
を
詳
か
に
し
得
な
い
。
こ
の
三
句
、
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あ
る
い
は
他
に
擦
る
所
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

隋
帝
、
於
東
京
観
文
殿
後
起
二
壷
。
東
日
妙
楷
壼
、
蔵
自
古
法
書
。
西
日
賓
蹟
嚢
、
収
自
古
名
書
。

『
隋
書
』
経
籍
志
（
序
）
に
い
う
、
「
燭
帝
即
位
、
…
…
又
緊
魏
已
来
古
跡
名
書
、
於
（
東
都
麒
文
）
殿
後
起
二
壼
。
東
曰
妙
楷
豪
、

蔵
古
跡
。
西
曰
賓
口
豪
、
蔵
古
画
。
」

爆
帝
、
東
幸
揚
州
、
霊
将
随
駕
、
中
道
船
覆
、
大
半
漁
棄
。
爆
帝
崩
、
並
蹄
宇
文
化
及
、
化
及
至
聯
城
、
為
賓
建
徳
所
取
。
留
東
都

者
、
為
王
世
充
所
取
。

こ
の
長
文
、

こ
と
ご
と
く
唐
の
張
懐
瑾
「
二
王
等
書
録
」
（
前
出
）
の
文

l

大
業
末
、
煽
帝
幸
江
都
、
秘
府
圏
書
、
多
照
従
行
、
中
道
船
淡
、
大
半
油
棄
。
其
間
得
存
所
餘
無
幾
。
試
逆
之
後
、
並
靡
宇
文

化
及
、
至
遼
城
、
為
賓
建
徳
所
破
、
並
皆
亡
失
。
留
東
都
者
、
後
入
王
世
充
。
世
充
平
、
始
鱗
天
府
。

か
ら
借
用
し
た
も
の
。

聖
唐
武
徳
五
年
、
剋
平
僭
逆
、
檎
二
偽
主
、
雨
都
秘
蔵
之
迩
、
維
揚
麗
従
之
珍
、
饒
我
國
家
焉
。

『
隋
書
』
経
籍
志
（
序
）
に
い
う
、

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

大
唐
武
徳
五
年
、
克
平
個
鄭
、
塞
牧
其
圏
書
及
古
跡
焉
。

ま
た
唐
の
武
平
一
「
徐
氏
法
書
記
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
三
）
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

及
隋
之
季
、
王
師
入
秦
、
又
於
洛
陽
、
檎
二
僻
主
、
雨
京
秘
閣
之
賓
、
揚
都
屋
従
之
書
、
皆
為
我
有
。

「
維
揚
」
は
揚
州
を
い
い
、
『
書
』
萬
貢
の
「
淮
海
個
齋
州
」
に
本
づ
く
。
畔
配
瓢
譴
誼
誌
帽
濯
沢
名
「
國
家
」
は
、

の
こ
と
。

天
子
な
い
し
朝
廷
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所
以
駿
骨
不
来
。

『
戦
國
策
』
燕
策
（
一
）
に
い
う
、

又
経
散
失
。

「
又
」
字
、
王
本
は
「
有
」
に
作
る
。
思
う
に
「
又
」
は
「
有
」
の
残
闊
で
あ
ろ
う
。

自
古
兵
火
亜
焚
。

『
左
偲
』
隠
四
年
に
い
う
、

江
波
屡
闘
。

『
國
語
』
周
語
（
下
）
に
い
う
、

0

0

0

 

「
夫
兵
猶
火
也
。
弗
蛾
将
自
焚
也
。
」

郭
院
先
生
曰
「
臣
聞
、
古
之
君
子
、
有
以
千
金
求
千
里
馬
者
。
三
年
不
能
得
。
消
人
言
於
君
曰
『
請
求
之
』
。

得
千
里
馬
、
馬
已
死
、
買
其
首
五
百
金
、
反
以
報
君
。
君
大
怒
曰
『
所
求
者
生
馬
。
安
得
死
馬
、
而
捐
五
百
金
』
。

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

及
徳
宗
賑
難
之
後
。

『
詩
』
小
雅
白
華
に
い
う
、

0

0

 

「
天
歩
賑
難
、
之
子
不
猶
。
」

か
ら
借
用
し
た
も
の
。

「
砥
柱
」
は
、

「
震
王
二
十
二
年
、
穀
（
水
）

0

0

 

洛
（
水
）
闘
、
将
毀
王
宮
。
」

「
底
柱
」
と
も
い
い
、
黄
河
最
大
の
難
所
。

乃
命
司
農
少
卿
宋
遵
貴
、
載
之
以
船
、
浜
河
西
上
、
将
致
京
師
、
行
経
砥
柱
、
忽
遭
漂
没
、
所
存
十
亡
―
二
゜

こ
の
敷
句
、
ま
た
こ
と
ご
と
く
『
隋
書
』
経
籍
志
（
序
）
の
文
|
|
_

大
唐
武
徳
五
年
、
克
平
偽
鄭
、
盛
牧
其
圏
書
及
古
跡
焉
。
鱈
畔
芍

師
、
行
経
底
柱
、
多
被
漂
没
、
其
所
存
者
、
十
不
―
二
。

消
人
封
曰

命
司
農
少
卿
宋
遵
貴
、
載
之
以
船
、
訴
河
西
上
、
将
致
京

君
遣
之
三
月
、
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し
た
。

『
論
語
』
憲
問
篇
に
い
う
、

る。

「
死
馬
且
買
之
五
酉
金
。
況
生
馬
乎
。
天
下
必
以
王
為
能
市
馬
、
馬
今
至
突
』
。

死
鼠
為
環
。

鄭
人
謂
玉
未
理
者
為
瑛
。
周
人
謂
鼠
未
膳
者
為
瑛
。
周
人
懐
瑛
、
謂
鄭
買
曰
「
欲
買
喫
乎
」
。

親
之
乃
鼠
也
。
因
謝
不
取
。

未
曾
誤
貼
為
螂
。

張
勃
『
哭
録
』
（
『
一
二
國
志
』
呉
志
趙
達
博
注
引
）
に
い
う
、

曹
不
興
善
書
。
（
孫
）
櫂
使
書
屏
風
、
瓢
落
筆
悶
奏
因
就
以
昆
蓋
。
既
進
御
、
櫂
以
為
生
蠅
、
學
手
彊
之
。
一
翻
認
翌
訪
翠
[
•
ユ
ヰ

堂
書
妙
迄
竺
1
1

―
ニ
・
「
御
翌
』
巻

九
四
四
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
名
蟄
記
』
巻
四
の
「
曹
不
興
」
の
條
に
も
こ
の
挿
話
が
見
え
る
が
、

惟
見
亡
成
類
狗
゜

『
ヂ
文
子
』
大
道
下
篇
に
い
う
、

所
謂
「
祗
虎
不
成
、
反
類
狗
」
者
也
。

於
是
不
能
期
年
、
千
里
之
馬
至
者
三
。
」

鄭
貿
曰
「
欲
之
」
。

そ
れ
も
同
じ
く
『
臭
録
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

後
漠
の
馬
援
「
誡
兄
子
厳
・
敦
書
」
（
『
後
涎
書
』
馬
援
停
）
に
い
う
、

奴
（
龍
）
伯
高
不
得
、
猫
類
鷲
者
也
。
妓
（
杜
）
季
良
不
得
、
陥
為
天
下
輻
薄
子
。

因
其
同
寮
、
遂
成
久
要
。

0

0

 

「
因
ー
、
遂
ー
」
の
語
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
上
文
「
因
儒
鳥
籠
之
逃
、
遂
定
壽
字
之
形
」
（
「
叙
両
之
源
流
」
）

「
寮
」
は
「
僚
」
と
同
じ
。
「
久
要
」
は
、
年
来
の
親
友
を
い
う
。

の
條
下
で
言
及

出
其
瑛
、

60 



『
世
説
』
雅
量
篇
に
い
う
、

謝
博
・
戴
達
、
終
日
惟
論
琴
叢
゜

す
る
下
句
の
末
字
は
、

窮
精
蓄
奇
。

「
窮
精
」
は
、
寡
聞
に
し
て
そ
の
用
例
を
知
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
「
渇
精
」
（
一
生
懸
命
に
）
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
こ
の

一
句
「
精
を
窮
め
て
奇
を
畜
う
」
は
、
形
式
的
に
は
「
窮
精
」
（
精
を
窮
む
）
と
「
蓄
奇
」
（
奇
を
蓄
う
）
と
を
並
べ
た
餅
文
的
表
現
を

か
か
る
未
成
熟
な
破
格
的
表
現
は
、
例
え
ば
下
文
「
凝
情
好

許
詢
・
逸
少
、
経
年
共
賞
山
泉
。

王
隠
『
晋
書
』
（
『
御
覧
』
巻
一
九
四
引
）
に
い
う
、

王
毅
之
覧
初
渡
江
。
會
稽
有
佳
山
水
、
名
士
多
居
之
。
典
孫
綽
・
許
詢
・
謝
尚
・
支
遁
等
、
宴
集
於
山
陰
之
蘭
亭
゜

こ

の

事

、

ま

た

『

晋

書

』

王

毅

之

偲

に

も

見

え

る

。

＇

な
お
、
こ
の
二
句
の
韻
律
を
検
す
る
に
、
上
句
は
「
許
詢
逸
少
」
豆
虹
と
な
っ
て
平
仄
相
封
し
、
か
つ
上
句
の
末
字
「
少
」
仄
に
封

「
山
水
」
仄
で
な
く
「
山
泉
」
平
を
も
っ
て
平
仄
を
相
封
せ
し
め
て
い
る
。

戴
公
（
逹
）
従
東
出
へ
謝
太
博
（
安
）
往
看
之
。
謝
本
轄
戴
、
見
但
典
論
琴
書
。
戴
既
無
吝
色
、
而
談
琴
書
愈
妙
。
謝
悠
然
知
其

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

古
」
（
情
を
凝
ら
し
て
古
を
好
む
）
に
も
見
ら
れ
る
。

と
り
な
が
ら

そ
の
内
容
は
こ
の
形
式
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
。

「
約
」

（
貧
困
）
の
意
と
解
す
る
。

が
ヽ

知
晏
‘
不
忘
平
生
之
言
、
亦
可
以
為
成
人
。
〔
集
解
〕
翻
飼
号
貸

か
ら
出
た
成
語
。
な
お
、
「
久
要
」
の
原
義
に
つ
い
て
、
楊
樹
達
『
積
微
居
小
學
述
林
』
（
「
久
要
不
忘
平
生
之
言
解
」
）
は
、

「
要
」
を
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ま
た
こ
の
二
句
の
韻
律
を
見
る
に
、
上
旬
は
「
謝
博
戴
逹
」
戸
邦
と
な
っ
て
仄
平
相
封
し
、
か
つ
上
句
の
末
字
「
逹
」
平
に
到
す
る

、
る
。
ち
な
み
に
、
『
名
諧
記
』
巻
五
「
戴
逹
」
の
條
に
は
、
『
世
説
』

の
こ
の
文
「
劉
義
慶
云
‘
戴
公
従
東
出
、
謝
太
博
往
見
之
。

下
句
の
末
字
は
、
「
琴
書
」
平
で
な
く
「
琴
蜜
」
仄
を
も
っ
て
平
仄
を
相
到
せ
し
め
て
し

謝
本
轄
戴
、
見
之
、
但
論
琴
害
而
已
。
戴
亡
咎
色
、
而
説
琴
書
愈
妙
。
謝
知

其
量
。
」
を
引
い
て
、
一
は
「
琴
害
」
に
作
り
、
一
は
「
琴
薔
」
に
作
る
。

〔
原
注
〕
又
渭
公
手
斯
雅
琴
、
尤
佳
者
日
響
泉
、
曰
韻
馨
。

唐
の
李
肇
『
國
史
補
』
巻
下
に
も
ま
た
い
う
、
「
李
祈
公
雅
好
琴
、
常
蜀
桐
、
又
取
漆
桶
為
之
。
多
至
敷
百
張
、
求
者
典
之
。
有

絶
代
者
、
一
名
響
泉
、
一
名
韻
磐
、
自
賓
子
家
。
」

遂
契
忘
言
。

『
晋
書
』
山
濤
偉
に
い
う
、

遠
同
荘
恵
之
交
。

0

0

 

0
 

0
 

『
淮
南
子
』
脩
務
訓
に
い
う
、
「
鍾
子
期
死
而
伯
牙
絶
絃
破
琴
、
知
世
莫
賞
也
。
恵
施
死
而
旺
子
農
説
言
、
見
世
莫
可
為
語
者
也
。
」

近
得
荀
陳
之
會
。

哀
山
松
『
後
漢
書
』
（
『
御
覧
』
巻
四
三
二
引
）
に
は
い
う
、

荀
淑
、
典
陳
痙
紳
交
。
及
其
棄
朗
陵
而
欝
也
、
敷
命
駕
詣
之
。
淑
御
慈
明
（
爽
）
、
従
叔
慈
（
靖
）
、
抱
孫
文
若
（
咳
）
而
行
3

痙

亦
令
元
方
（
紀
）
侍
側
、
季
方
（
諧
）
作
食
、
抱
孫
長
文
（
撃
）
而
坐
、
相
封
恰
然
。

ま
た
『
世
説
』
徳
行
篇
に
は
、
右
の
文
と
主
客
を
入
れ
替
え
て
次
の
ご
と
く
い
う
、

陳
太
丘
（
憲
）
詣
荀
朗
陵
（
淑
）
、
貧
倹
無
僕
役
。
乃
使
元
方
将
車
、
季
方
持
杖
従
後
、
長
文
尚
小
、
載
箸
車
中
。

量。

「
（
山
濤
）
典
岱
康
・
呂
安
善
。

後
遇
玩
籍
、

0

0

0

 

便
為
竹
林
之
交
、
著
忘
言
之
契
。
」

既
至
、
荀
使
叔
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慈
應
門
、
慈
明
行
酒
、
餘
六
龍
下
食
。
文
若
亦
小
、
坐
箸
膝
前
。
子
時
太
史
奏
「
置
人
東
行
」
。

大
門
請
績
為
判
官
、
約
輿
主
客
。

0

0

0

 

「
大
門
」
は
亡
祖
父
の
こ
と
。
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
「
祖
父
若
淡
、
言
須
及
者
、
則
欽
容
粛
坐
、
稲
大
門
中
」
と
い
う
。
も
っ

て
そ
の
證
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
こ
の
「
大
門
」
二
字
、
王
本
は
「
大
父
」
に
作
る
。
恐
ら
く
上
文
「
大
父
（
餌
父
）

高
平
公
」
に
敢
え
て
そ
ろ
え
よ
う
と
し
た
後
人
の
改
窺
で
あ
ろ
う
。

ヽ
o

（
例
）
あ
る
い
は
「
李
約
」
と
い
い
、

し
あ
る
い
は
「
李
兵
部
」
と
い
う
。

「
鑽
為
判
官
、
約
典
主
客
」
二
句
は
封
偶
を
な
す
。

客
」
は
い
ず
れ
も
官
名
。

縣
是
萬
巻
之
書
、

と
合
致
す
る
所
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
厨
之
憲
、

霊
蹄
王
簗
。

晋
の
張
華
『
博
物
志
』
巻
六
（
人
名
孜
）

惟
寄
桓
玄
゜

ヽ

ぷ
ノ

，ヽし

こ,
 

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

琴
尊
自
楽
、
終
日
陶
然
。

陶
淵
明
「
時
運
」
詩
に
い
う
、

0

0

0

 

「
察
崖
有
書
萬
巻
、

0

0

 

0
 

0
 

「
揮
弦
一
腸
、
陶
然
自
業
。
」

漠
末
年
、

載
敷
車
、

「
判
官
」
・
「
主

の
事
、
ま
た
『
三
國
志
」
魏
志
王
粂
侍

0

0

0

 

こ

典
王
祭
。
」
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
文
は
『
名
謙
記
」

劉
宋
の
檀
道
鸞
『
績
晋
賜
秋
』
（
『
世
説
』
巧
藝
篇
注
引
）
に
い
う
、

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

（
顧
）
他
之
、
尤
好
丹
青
、
妙
絶
於
時
。
曽
以
一
厨
粛
寄
桓
玄
。
皆
其
絶
者
、
深
所
珍
惜
、
悉
糊
題
其
前
。
桓
乃
疲
厨
、
後
取

之
、
好
加
理
復
。
憔
之
見
封
題
如
初
、
而
書
並
不
存
、
直
云
「
妙
粛
通
蒙
、
愛
化
而
去
、
如
人
之
登
仙
失
」
。

「
鑽
」
・
「
約
」
は
そ
れ
ぞ
れ
李
鑽
・
李
約
兄
弟
を
い
い
、

こ
の
文
の
前
後
、
必
ず
し
も
人
物
の
呼
稲
が
一
定
し
て
い
な
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雁
繹
」
八
六
頁
）

こ
の
事
、
ま
た
「
晋
書
』
文
苑
偲
（
顧
憔
之
）
に
も
見
え
、
そ
の
文
も
ほ
ぽ
こ
れ
に
似
る
。

李
兵
部
、
又
於
江
南
得
葦
子
雲
壁
書
飛
白
蒼
字
、
厘
之
以
欝
洛
陽
、
授
余
叔
祖
。
致
之
修
善
里
、
措
一
亭
、
聾
日
蒼
全
l
0

唐
の
張
弘
靖
（
高
平
公
）
「
蕪
齋
記
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
三
）

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

朧
西
李
君
約
、
於
江
南
得
蓋
子
雲
壁
書
飛
白
「
蓋
」
字
、

里
第
。
…
…
宜
乎
銘
壁
、
宜
乎
命
齋
。
「
蒼
齋
」
之
名
、

ま
た
唐
の
李
綽
『
尚
書
故
賓
』
に
い
う
、

スヽっ
しヽ
こ，
 以

筆
勢
驚
絶
、
遂
匪
而
賓
之
。
…
…
君
典
字
倶
載
舟
、

於
此
字
倶
悼
突
。

0

0

0

 

還
洛
陽
仁
風

令
左
右
送
還
家
。
郡
出
覚
之
。
王
曰
「
向
有
大
力
者
、

飛
白
書
、
始
於
察
畠
。

．．．．．． 
梁
蒼
子
雲
能
之
。
武
帝
謂
曰
「
禁
畠
飛
而
不
白
、
畿
之
白
而
不
飛
。
飛
白
之
間
、
在
料
酌
耳
」
。

嘗
大
書
「
蒲
」
字
。
後
人
匝
而
賓
之
、
偲
至
張
氏
。
賓
護
臼
箪
東
都
薔
第
有
「
蓋
齋
」
。
誂
後
序
引
、
皆
名
公
之
詞
也
。
江
認
i
5

李
蓬
『
園
史
補
」
巻
中
に
も
簡

略
な
が
ら
言
及
が
あ
る
。

〔
原
注
〕
王
涯
、
相
椅
権
勢
、
負
之
而
趨
゜

『
歯
説
』
任
誕
篇
に
い
う
、

王
子
猷
詣
邪
蔀
州
。
雅
州
在
内
。
見
有
銑
縣
云
「
阿
乞
那
得
此
物
」
。

0

『
荘
子
」
太
宗
師
篤
に
い
う
、
「

．．．
 
然
而
夜
半

0

0

 

0
 

0
 

負
之
而
趨
」
。
郡
無
杵
色
有
力
者
、
負
之
而
走
」
を
ふ
ま
え
る
。

且
聰
言
於
憲
宗
日
。

「
且
」
は
、
倒
・
却
（
だ
の
に
）
に
あ
た
る
接
綾
助
字
で
あ
っ
て
、
中
唐
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
俗
語
。
（
張
相
「
詩
詞
曲
語
辟

慢
駿
不
敢
絨
蔵
、
科
簡
登
時
進
献
。
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と
見
え
る
。

゜

「
科
簡
」
の
語
、
そ
の
意
味
を
把
握
し
か
ね
る
。
あ
る
い
は
「
料
簡
」

ば
上
句
の
「
憧
駿
」
と
も
無
理
な
く
酎
應
す
る
こ
と
に
な
る
。

朝
観
夕
覧
。

魏
の
何
晏
「
景
福
殿
賦
」
（
『
文
選
』
巻
―
一
）
に
い
う
、

陛
下
容
聖
欽
明
。

『
奮
唐
書
』
憲
宗
紀
上
に
い
う
、
「
元
和
三
年
春
正
月
癸
巳
、
睾
臣
上
尊
琥
曰
、
魯
撃
文
武
皇
帝
」
。
匹
譴
翌
臨
宗
ま
た
「
欽
明
」
は
、

0

0

 

『
書
』
亮
典
の
「
欽
明
文
思
安
安
」
に
も
と
づ
く
。

又
別
進
玄
宗
馬
射
翼
圏
。
〔
原
注
〕
永
賓
府
司
馬
陳
閑
憲
。

「
永
賓
府
」
は
「
永
王
府
」
の
誤
り
。
恐
ら
く
も
と
も
と
は
「
王
」
に
作
っ
て
い
た
の
が
「
宝
」
と
誤
寓
さ
れ
、
そ
れ
が
本
字
化
し

0

0

0

 

た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
巻
二
（
「
論
蓉
識
収
蔵
購
求
閲
玩
」
）
の
〔
原
注
〕
に
は
「
永
王
府
長
史
陳
閾
、
頴
川
人
也
」
と
あ
り
、
巻
九
本

文
に
も
「
陳
閾
、
加
王
匠
長
史
」
』
闘
亡
江
鰐
に
畜
と
あ
る
。
「
永
王
」
は
永
王
燐
。

『
脈
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

登
止
雲
夢
殖
兜
、
楚
人
美
施
蓋
之
雄
。

『
載
國
策
』
楚
策
一
に
い
う
、

必
存
繕
事
。

0

0

 

『
論
語
』
八
倫
篇
に
い
う
、
「
子
曰
、
稽
事
後
素
。
」

こ
れ
と
似
た
表
現
は
、
彦
遠
の
『
法
書
要
録
』
序
に
も
、

0

0

 

0
 

0
 

「
朝
観
夕
覧
、

〔
李
善
注
竺
言
朝
夕

何
典
書
紳
。
」
観
覧
圏
書
、
云
云
゜

（
慎
重
に
選
り
抜
く
）
の
誤
り
か
と
疑
う
。

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

「
元
和
十
三
年
、
憲
宗
累
訪
珍
述
、
嘗
時
不
敢
鍼
蔵
、
遂
皆
進
獣
。
」

「
料
簡
」
な
ら
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こ
れ
を
見
れ
ば
、
李
善
も
、

尖」。
楚
王
滸
於
雲
夢
、
結
馴
千
乗
、
雄
旗
蔽
日
、
野
火
之
起
也
若
雲
貌
、
児
虎
吐
之
、
墜
若
雷
鯉
。
有
狂
兒
祥
車
依
輪
而
至
。
王
親

引
弓
而
射
、
壷
疲
而
殖
。
王
抽
胴
鹿
而
抑
兒
首
、
仰
天
而
笑
曰
「
瑯
杢
矢
、
今
日
之
遊
也
。
寡
人
萬
歳
千
秋
之
後
、
誰
典
業
此

溝
陽
射
絞
、
漢
史
稲
紬
鑢
之
盛
。

『
漢
書
』
武
帝
紀
に
い
う
、

元
封
五
年
冬
、
（
武
帝
）
自
尋
陽
浮
江
、
親
射
絞
江
中
、
獲
之
。
紬
櫨
千
里
、
薄
樅
陽
而
出
、
作
盛
唐
樅
陽
之
歌
。

慶
博
台
絃
゜

「
台
絃
」
、
ま
た
「
絃
台
」
と
も
い
い
、
三
公
に
喩
え
る
。
『
文
選
』
涌
岳
「
征
西
賦
」
暉
鰐
印
の
李
善
注
に
い
う
、

周
易
（
鼎
卦
、
六
五
妥
僻
）
曰
「
鼎
、
金
絃
」
。
鄭
玄
曰
「
金
絃
、
喩
明
道
能
學
君
之
官
職
也
」
。
鄭
玄
尚
書
注
曰
「
鼎
、
三
公
象

也
」
。
春
秋
漢
含
芽
曰
「
三
公
、
在
天
法
三
台
也
」
。

業
嗣
弓
衷
゜

「
絃
台
」
に
封
す
る
明
確
な
典
攘
を
示
し
か
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

0

0

 

『
證
記
』
學
記
篇
に
い
う
、
「
良
冶
之
子
、
必
學
為
萎
。
良
弓
之
子
、

角
幹
者
、
其
材
宜
調
、
調
乃
三
盤

相
勝
、
有
似
於
為
楊
柳
之
箕
゜

宜
抱
漆
書
而
興
歎
。

『
後
漢
書
』
杜
林
博
に
い
う
、0
0

 

（
杜
）
林
、
前
於
西
州
得
漆
書
『
古
文
尚
書
』

必
學
為
箕
。
」
〔
鄭
玄
注
〕

例
見
其
家
錮
補
穿
盤
之
器
也
、
補
器
者
、
其
金
柔

乃
合
、
有
似
於
為
袈
。
例
見
其
家
椀
角
幹
也
‘
撓

一
巻
、
常
賓
愛
之
、
雖
遭
銀
困
、
握
持
不
離
身
。
出
以
示
（
衛
）
宏
等
曰
「
林
、
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石」）、
「
架
柿
」

『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注
（
岡
村
）

『
御
覧
』
巻
七
四
八
引
）
に
い
う
、

晋
饂
譴
噂
謝
奉
起
廟
、
悉
用
麦
材
。
訳
巳
疇
四
瓢
罰
右
軍
取
翫
害
之
訊
覧
鱈
疇
澤
満
肱
。
鐸
虹
麟
麟
岬
訊
0

奉
、
牧
得
一
大
簑
。
界

疇
嗜
子
敬
後
往
、
謝
奉
瓢
聾
遷
疇
。
為
説
「
右
軍
書
、
甚
佳
而
密
」
。
已
削
作
敷
十
臭
板
、
請
子
敬
書
之
。
亦
甚
佳
、
呻
厨
鴨
言
要

奉
並
珍
録
。
奉
後
孫
履
、
嗜
□

麗
鴨
分
半
典
桓
玄
、
用
履
為
揚
州
主
簿
。
餘
一
半
、
孫
恩
破
會
稽
、
略
以
之
海
。
配
餌

碍
。
（
『
御
覧
』
引
文
に
攘
る
。
）

「
柿
」
を
〈
木
片
〉
の
意
に
用
い
た
例
と
し
て
は
、

之
柿
耳
。
」
と
あ
る
。

「
藩
身
」

且
撮
諸
評
品
、
用
明
乎
所
業
、
亦
探
於
史
博
、
以
廣
其
所
知
。

「
且
…
．
．
、
亦
…
…
」
の
語
法
は
、
下
文
に
も
「
使
其
凝
意
、
且
啓
幽
襟
、
追
乎
構
成
、
亦
窺
奇
朕
」
の
例
が
見
え
（
「
叙
薗
山
水
樹

「
且
{
‘
或
（
且
）
ー
」
と
同
じ
く
、

湮
没
不
稲
者
、
易
勝
記
哉
。

漢
の
司
馬
相
如
「
封
輝
文
」
（
『
文
選
』
巻
四
八
）
に
い
う
、

（
身
を
守
る
）
は
、

流
離
兵
乱
、
常
恐
斯
紐
将
絶
。
何
意
東
海
衛
子
・
齊
南
徐
生
、
復
能
偲
之
。
是
道
覚
不
墜
於
地
也
。
古
文
雖
不
合
時
務
、
然
願

諸
生
無
悔
所
學
」
。
（
衛
）
宏
・

（
徐
）
巡
、
盆
重
之
。
於
是
古
文
遂
行
。

莫
将
斐
柿
以
藩
身
。
か
や
（
梱
の
木
の
切
片
）
は
、
王
謁
之
（
右
軍
）

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

「
紛
綸
威
薙
、
湮
滅
而
不
稲
者
、
不
可
勝
敷
也
。
」

・
王
献
之
（
子
敬
）
の
書
を
指
す
。
梁
の
虞
訴
「
論
書
表
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
ニ
・

『
顔
氏
家
訓
』
書
證
篇
に
、
「
後
漢
書
楊
由
偲
云
『
風
吹
削
肺
』
、
此
是
削
札
讀

0

0

 

『
左
博
』
昭
元
年
に
い
う
「
貨
以
藩
身
、
子
何
愛
焉
。
」
を
ふ
ま
え
る
。

〈
あ
る
い
は
…
…
、

あ
る
い
は
…
…
〉
の
意
に
用
い
た
並
列
の
助
字
で
あ
ろ
う
。
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